リー の プン 7 回 本 っ 旅 | 1 人 19yzw23/31 旦 


(一 部 コー ス お よび 宿泊 を 除く ) 
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間 症 近鉄 沿線 の 観 
TL ( 時 」 [ 
馬 、 思 mm 装 会 .O 
写真 上 か 5 [三重 1 本 山 展望 韻 (B9A [大 本 1 あべ の ハル カス (57) ご 誠 行 の の 際 は 本 バン フレッ ト 凍 了 に ペー ャ 

[ 束 八 の 堪 199A) [誠意 山 (99A に rewrere 是 較 パン フレ ッ ト コ ー ド 


近 跡 セッ トブ コン は 前 日 まで に お 申 和 み くだ さ し *。 PF 
に コー ズ . 吉 泊 販売 店 を 能 く ) | 近 ツ ー 国内 旅行 




















整 専 申 記 可 能 日 吐 画 呈 に より 調 厨 け 主 す 。 









(は じ め よ う 、 


近鉄 グル ー プ で は 、202 1 年 11 月 6 日 ( 土 ) か ら 2022 征 





3 月 31 日 ( 林 ) ま で の 間 、 近 鉄 沿線 で の お 出かけ を 応援 
する 「 き ぁ は じ め よう 、] キャ ン ペー ン を 実 衝 し ます 。 近 
貴 ゲ ルー プ 24 社 131 抽 が 可 を 挙げ て 、 Moore 


 : 


「 





共通 の ご 案内 (お 申込 みい た だ く 前 に 必ず お 読み くだ さい い 。) 


近鉄 グループ 


義宣 11/19 由 騨 3022.3/31 甲 入 (一色 コー ス お よび げ 剃 泊 を 陸 く ) 

中 吉 申 込 必 に つい て 

最少 催行 仙人 ら 名 。 1 室 吉 た 1 名 出 上 で お 申込 み くだ さい 。 (1 名 1 寧 は 最少 届 行 上 員 1 名 ) 

宿泊 の の 上 相 場合 は 音 博 消 歯 設 記 還 定員 の 量 民 人員 が 量 小 代行 上 朋 と な けり ます 。 

室 こ ども の み の 有 申込 み は で きま せん 。 [ 有 ず お と な を 富 下 て 申込 みく だ さい い 。 ) 

朱 靖 泊 プ ラン で 1 軍 を | お と な 1 名 + こ ども 1 名 」 や 「 お と 上 な 1 名 + こ ども 2 名 」 など 、 と な の の 人 雪が 1 名 で 
申込 み の 場 合 、1 名 呈 の こども 民 金 は お と な と 同格 と な り ます 。 (一 村 関 除く ) 

まお 客 桶 者 公 に よる 也 肖 で 最少 催行 上 人 員 赤 潤 と な る 場合 は 全員 取崩し 、 ま た は 権利 委 評 ( 重 沙 惜 行人 
肌 妹 は 払い 戻し な し 。) で お 受け で きる 場合 も あり ます 。 詳し く は 販売 店 父 員 に お 問い 合わ せく だ さい 。 

※ 昔 得 プラ ンー は 特に 記載 中 な い 場合 は 同一 ザル ー プ 、 同 一 メニ ュー、 同 一 内 容 の お 中 込み と な 4 ます 。 

ポカ レン ダー の 白地 臣 設定 は ご ざい ませ ん 。 

計上 行 代 爺 に 間 ま れる も の 

和 付 また は 朝食 付 ), 消費 招 等 請 租 . 特 色 . ポ イン ト 筆 が 昔 ま 

し 計 す き 

索 表 示 民 低 は 宿 泊 日 募 準じ な り 、 お 1 人様 あたり の 代金 表示 で す 。 

昔 宿泊 ホテ ル 、 衣 記 の 特色 、 ボ イン ト 箇 は お 客 様 の の 都合 で ご 利用 きれ な い 場 合 返 使い た し ませ ん 。 

守 宿 泊 ア ラー 上 抹 備 交 に は 大阪 府 ・ 京 都市 の 宿 折 梓 の 対生 と きる 場合 の 宿泊 税 最 ザ げ 入 過 税 は 昔 ま 
れ て いま す 。 お 害 様 は 檜 泊 機 間 に 直 接 お 到 払 いい た だ く 必 要 は あり ませ ん 。 

再 JH・ 近 吉 セ ッ ト プ ラー 本 泊 1 泊 と JRH* 近 吉 の 性 格 最 車 商 (普通 車 指定 席 ) が セッ ト き れ て いま す 。 
右記 . 昌 近 岐 セト プ ラン の ご 宣 内 を ご 覧 くだ きい 。 

等 ま わり ゃ ん せ ・ 近 全 線 3 日 間 フ リー きっ ぶ 付 プラ ン (5 一 12 ペ ー ジ )… 莉 ペー ジ に て ご 確認 くだ さい 。 

3 誠 昌 員 に つい て 

補 こ の 大 行 で は 中 昌 員 は 則 行 し ませ ん 。 お 富 様 に 塚 行 サ ービス を 受け る た ぬ に 必要 な 野 日 程 表 、 ツ ー 
ボン を 記し ます の で 、 確 行 サー ビス の 揚 伏 吉 受け る た 了 め の の 手続 吾 は お 客 様 自 身 で 行っ て くだ さ 。 


恒 泊 ゴラン に コ つい て 

呈 守 軍 に つい て 

索 掲 重忠 害 密 写真 は 一 財 で す 。 

※※1 宣 あ た り の 利用 人 二 に よっ て 客 軍 の 店 さ が 書 な る 場合 が ご ざい ます 。 

SE 、 エ キス トラ ベッ ド ま た は ソフ ァ ー ペ ベッ ド を 加え て 合用 する 場合 が ご 

いま す 。 

補間 密 ま た は 和洋 室 を ご 利用 の 場合 、 寝具 の 上 げ 下 げ は セル フサ ー ビ ス と な る 場合 が ご ざい ます 。 

中 昌信 事 則 所 に つい て 

素 掲 載 の 料理 写真 は 一 便 で す 。 時 人 に よ け 食 村 の 仕 入 状況 . 上 人 部 また は 連 泊 され た 場合 の 8 泊 目 避 
降 に つい て 笠 理 円 容 、 問 な ど が 軸 な る 場合 が ご ざい ます 。 

宮宿 泊 日 の 冨 泊 者 数 補 ホ テル 、 旅 本 の 都 全 に より バイ キン ダグ (ブッフェ) が セッ トメ ニュ ー ま た は セッ トメ 
ニュ ー が パイ キン ヴ ( ブ ッ プ ェ !) に 厩 更 と な る 場合 ご ざい ます 。 

宮下 事 登場 は 本 販 考 設 に より 束 則 と な る 場合 が ご ざい ます 。 ま た 、 や 真 場所 が 部 屋 胡 加 場合 お 申 迄 
上 数 寺 に より 、 食事 場 所 が レス トラ ン .、 広間 、 圏 室 芸 場 細 に 変更 に な る 場合 が ご ざい ます 。 

吾 一 郎 国産 地元 机 軸 上 針 本 華 製 専 老 : 鶴 使用 し て お おり ます 。 

衣 再 量 品 に つい て 

率 音 ホテ ル 、 誠 館 中 お 風呂 は 2 時 間 入 浴 可 能 な 場合 で も 清掃 時間 、 団 体 貧 切 時 間 は 入浴 で きま せ 
&。 ま た 衣 切 風呂 は 利用 状況 に より 、 お 客 様 の 下記 崎 間 に 湊 え な い 場 合 また は 利用 で き な い 場合 が 
事 り ます 。 

宮 直 中 、 誠 全 の の 都合 で 蘭 時 に 田 性 用 、 玄 性 用 を 人 れれ 韓 え る 場合 が あり ます 。 


| 1 

So 12・ 14 日 PP で 

る 観光 と フリ ー きっ ぷ 付 プラ ン =:7-10 。 “ 
大 阪奈 良 を 満 際 する 3 日 間 …………11-1 

MR 人 せ し まかせ で 人 くま 厚 光 ホテ ル に 泊まる 


ち . は っ と 葉 沢 な 伊勢 記 旅 2 日 間 … 


rr ma キ ョ 1 ョ コー1 記 


は 縛 色 。 市 イン ト 特 の お 漂 し に つい て 

剖 輔 に 記載 の きい 場合 、 昔 よ テル 、 人 本 の コロ ンー ト に て お 記し と な けり ます 。 

幸 パ ンー コレ ッ ト に 配 載 され て いる 特色 補 ボ イン ト 相 肉 容 畔 が 提 前 さ れき な いい 昌 公 は 恒 販 直 テ ル 、 大 本 に お 
四 し 中 て だ きも *。 

吾 こ ご ど も E{ 旧 FI【 員 症 界 1 昌 特色 功 対 香 叶 理 り ます 。 

5 に ど も 性 普 に つい て 

者 こども A(11 日 (ED( 小 学生 、12 オ で も 届 学 生 で あれ ば こども AL(1) BUG1) こ ども E (知見 中 ( 肌 幼 
旧 1( 昌 才 未 週 . 上 で も 率直 学 児 で あれ ば こども EE( 紹 更 中 :F( 想 幼時) が 対 重 で す 。 (一 部 テル 、 
線 半 は 対 旬 年 本 が 異な り ま す 。 詳し ヾ は 癌 宿 白 ま テ ル 、 旅 導 を ご 覧 くだ さい 。 ) 

剖 ご ども A(1) BE(G) 民 童 は 3 釧 還 上 1 軍 利 用 (お と な 2 名 、 こ ども 1 名 以上 } の 場合 に 適用 きれ ます 。 

ーー 人 人 お に より すら 


。 | 次 な し の ゆ の 未 間 学 時 用 料 の み みり 

こと も E( 幼 上 上 る し の (人 貼れ て いる 場合 が あり ます 

こども Ff 選 語 時 ! 食事 ・ 吾 具 な し の 素 寸 学 更 ( 括 設 使用 音無 料 また は 理 地 払い 。) “ 
0 党 一 部 パイ キン ダ の 場合 は 入場 に 司 翌 され る お 子 様 は 有料 と なき 場合 が ありま す 。 

束 台 想 末 山西 品 児 が JR: 近 約 の 誕 遍 本 因 用 する 坦 冶 は こども A (1) また は ほ 昌 (9 の 民間 と きり ます 。 

こ ども 1 け 」 昌 21 は 麻 行 代 信 算出 の よる 凌 に 直 え ます が 、 こども E1( 細 児 3 yF( 乳 生 更 ) は 雪 え ま せん 。 

ご ども 上 1) 日 人 は) に て お 申込 雪 の プラ ンー ザ バ パイ キン ザ が [ブッ プ ェ }) の 場 癌 は お と を と 同一 内 容 本 食事 と 
ぜ な 中 ます 。 

丈 こ ご ども E【 巡 児 人 1 -F【 肌 幼児 1 に て お 申込 厨 の 場合 で 催事 が 中 要 な 場合 は 各 宿 折 門 読 大 行 前 に 
直接 お 申 迄 みく だ きい い 。 (現地 払い ) 

境 一 症 直 テ ル 、 請 本 に て 、 わ と な 四 員 適用 朴 特色 が あま す 。 

近 笑い 補 に つい て は 順 則 お と せ 1 ル に つい て 押し いい 密 1 人 と し ます 。 お と な の 上 部 斉 語 える 血 い 界 の こざ 
も 利用 は で で 電 ませ 上 ん 。 清 随 千 に より 、 1 部 屋 あ た り の 利用 上 人 路 に 制 随 が あり 、 部 屋 定員 墳 える 場合 
は 舌 い 寝 を 了 け られ な い 晶 合 が あり ます 。 主 し バ は 係員 また は 情 泊 施設 に ね 問い い 合わ せく だ きい 。 

選 食 事 . 具 と も に 下村 の 場合 本吉 児 に つい て は 、 施 設 使用 料 (事前 支所 いま た は 現地 払い } が 友 か 
宮 場 合 が あけ ます 。 幼児 と は 原則 と し て 未 就 学 児 を 対 得 とし ます が 宿 迫 施 設 に より 異な る 場合 が 市 り 
ます 。 主 し く ヾ は 難 ホ テル 、 旅 評 基 本 世 入 半 下 を ご 覧 くだ さい い 。 塩 評 司 用 料 に 難 ま れる も の は 宿 泊 才 
証 に より 思 三 り ま す 。 ま た 金 客 、 対 生年 酢 に つい て は 予知 かく 変更 と な る 場合 が あり ます の で で 、 半 宿 泊 
孝 証 に 確認 し て くだ きい 。 

(中 六 日 * 体 日 * 平 回 に つい て 

[ 休 前 日 三 梓 日 * 振 琴 性 日 本 前 日 お よび 土曜 日 を 示し ます 。 
[休日 ] 三 [件 前 日 1 以外 の 日 曜日 お 上 よび ぜ げ 拡 日 . 主 示 尾 日 を 示し ます 。 


束 昔 ペー ジ に 摺 載 き れ て いる 情 泊 郊 設 や 入場 施 遇 の 情報 は 利 七 時 間 、 催 事 場所 . 内 容 、 時 間 、 和沙 場 
所 、 隊 間 、 プ ゴー 上ル 褒 乗 了 間 . ビ ー チ 営業 時 間 、 送 悦 時 間 韓 予告 大 く 衣 更 と 人 な っ た り 、 サ せ サー ビュ の 提供 
直 中 止 と な る 理 合 が ご ざい ます 。 ま た 7 モッ ブレ ビッ ト 記載 本 現地 販 夫 悦 格 記 よ げ 病 児 起 設 合用 香 才 は 
gg 年 11 月 1 日 理 査 本 重 報じ な りり ます 。 講 更 と を る 場 冶 直り ます で 押 ち 地 じ ご 了 天 て 下 きい い 。 

導 宿 哲 日 に より 団 信 確 行 。 層 学 誠 行 の お 害 様 と 同居 に な る 場合 が あり ます 。 

事 二 アヤ ン フレット 掲載 商 唱 は ケー ボン 単 配 載 の おぉ 寄 様 本 上 のみ が 利用 で 革 ま すず 。 委 日 . 宣 了 相 幣 昌 者 
が 軸 な る 場合 、 当社 また は ば 現 幅 に て 利用 を ね 断り ませ で いい た だ 章 ま す 。 





Te 
l 


[ 近 句 お 客 様 に より 安心 し て ご 利用 いた だ く た め に | 
すべ て の 車両 ( 約 1.900 両 ) の 抗 ウイ ルス : 六 曽 加工 を 完了 し まし た 。 (SIAA の 安全 基準 に 適合) 
雇 計 crbANs 3 


IA マー タツ と ど は 


SIAAI 抗 画 捉 品 技術 協 主 栓 が 制 宣 し た ジー ボル マー 


SIAA 移 SIAA 抄 プ で りり. 軽 前 尊 醒 者 、 有 識者 、 通 覧 者 団 栖 の 助言 に 


還 違 さ 1『 問 は 良品 19 
- 草 づ 昔 軍 了 め も れ た 皇 和 ロゴ ルス * 質 前 怖 醍 お よ げ 安 生 情 
抗 ヴ イル ズ ス 電 工 折 較 如 華 。 半 了 を 洒 た すこ と を 示す も の で す 。 


1 枢 ウ イル ス 性 柱 は 1S021702 拓 ウイ ルス 誠 本 拓 に 基づき . イ レフ ル エン ザウ イル ス (HBN2) 、 キ コカ リ シ ウ イル ス を 使用 し て 潮 定 し 、IAA の 定め 基 王 に 寺 公 し て いま す 。 
証 せ で 捕り イル ユ - 拭 菌 量 里 本 持続 題 間 ほ テ スト ピー ユ に よる 試 巴 結 時 記 申 定 さ きれ も の と 凍り ます 。 
を は き 安 生 性 は SIAA の 定 各 吉橋 芋 ( ーー dsi 貞 膚 牙 作 性 ! に 思 台 し て お り 、 人 性 ペッ トビ 虹 暫 上 語り ます 。 


ー 上 ニーーーーー | 











ーー ーーーーーーーーー ーー 


析 日 本 ツ ー リ スト の 了 | 安 | 條 . 了 基 [| 也 | へ の 取り 組 
近 明 日 本 ツー リス ト は 、 新 型 コロ ナウ イル ス 感 症 に 関し て 、 
「 病 泊 能 鼓 に お ける 新型 コ ロナ ウイ ルス 対応 ガイ ドラ イン 」 に 理 ビ て 


、 対策 を 謗 じ て いる 疹 反 施 設 を ご 案内 いた し ます ・ 


新しい 旅 の エチ ケッ ト 
ーー 時 次 リス ユウ を 避け て 家 心 で 楽 し い 旗 行 
の とり 一 人 の 協力 ボ : 及 の な の 案じ 株 を 守り ます: 


許 行 大 申 章 二 力 : 副 土 変 通 表 ・ 丹 至 庁 





JR: 近 鉄 セ ッ ト プ ラン の 案内 (お 申込 みい た だ く 前 に ず 所 読み くだ さい い 。 ) 





新 放線 特急 列車: 近 財 電車 の 空 人 笑 嘱 に つい て 
車内 の 空気 は 、 走 行 中 、 停 車 中 に 関わ ら ず 描 気 は 電 時 行わ れ て お り 、 針 所 を 車内 に 取り 入れ る よう に 難 
車両 衝 所 自生 博 便 が 行わ れ て いよ す 。 そ の 他 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感 古 対策 の 取組 昌 、 詳 し く は JR・ 折 
寺社 の HP 選 葉 くだ さい 

ロロ ) 再 申 店 に つい て 

※』 由 提訴 セッ ト プ ゴラン は 非 理 陸 正 画 打 用 中 之 暫 - 料 多き 利用 し で いま す 。 眉 下 下 


癌 性 上 制 本 確 皇 商品 に . ご 利用 いた だ ける 魔 数 に は 制 酸 が あり ます 。 


陸 く 。 疾 中 下車 機 、 目 的 地 ま で 特区 を ご 利用 いた だく 坦 信 に ほ 。 別 轄 特 量 略 お 買い 求 語 く だ きい 。) ま 
玩 、 Ri 友 計 旨 科 に RI た で 連中 下車 すき 場合 は 自動 上 遷 で は せく 有 . 上 上 札 を お 販 和 だ きい い 。 
(g 枝 に つい いて 
遇 車 日 の 変更 は で きま せ 貞 。 一 時 、 取 装 輔 下 の 3 再 度 四 ね 申 基 大 と なけ ます 。 列車 変更 は 上 行 開 
前 に 同日 . 同 一 区 間 、 同 一 設備 の の 旬 車 … 相 恋 要 を 1 回 に 展 け 、 お 取 中 所 いい た し ます 。 (宮本 西 葬 の 平 
日 雇 定 列車 春 用 プラ ーー は 旦 車 宙 更 で きま せ 貞 - 1JR* 近 弟 駅 表 び 車山 で は 也 中 皇 い で きま せ 上 本 で 
要 更 若 精 え 可 能 な 時 間 生 まで に 邪 行 店 きた は 近 足 の 駅 穴 口 へ ね 申し 出 く だ きい 。 た だ し 、 有 申 和 史 店 
に よ け 玖 骸 え に 牙 定 の 日 募 が 友 か る 場合 が あり ます の で 、 詳し て は お 申 過 み 店 尾上 員 に ご 思 護 くだ 半 し い 。 





挟 - で 年 . 避 店 T ョ 
Te 間 て 症 き し ! 


裕 』 Rr 近 比 ホ プ ラ ン は 、 宿 哲 1 泊 分 と JR. 近 約 の 往 複 時 車 発 、 特 動 須 ( 普 通 車 下 定 席 ] ま た は 往 履 昌 車 
活 由 中 電 セ ッ ト 寺 れれ で いま す 。 症 泊 の 場合 は 鶴 泊 プラ ン の 代 合 を 加 えて て だ きい 。 謀 再 、』 朋 : 折 句 の のみ の 笠 
用 は で 寺 ま せん ん 。 ( 令 碧 上 の 時 は 、 本題 に より 用 代 合 の 補 動 症 生 じ る 場合 が 記 和 りり ま す の の で で 、 尾 員 に お 
癌 い 合 わせ くだ さい 。1 ま た た. 昧 車 日 昌 車 駅 出発 時 間 - 利 用 列車 ・ 証 購 必 に より 面 増 、 癌 引 が ご ざい ます 。 

富 JR・ 近 寺 セ ッ ト プ ラン の 新 電 韓 や 特 意 は 普通 車 指定 席 利 用 と な 1 ます 。 吉 申 込 本 は 普通 東 指 定席 と 
同時 に お ね 申 言 てく だき し いい 

朱 柱 環 の 指定 席 は 晶 車 日 中 1 月 上 模 の 発 刺 と な ます 。 (た だ し 、 近 紙 相 場合 お 世 し は 27 日 夫 回 降 」 尾 庫 糞 
に 限り が ああ ほす の で . ご 希望 に 知 え な いい 場合 が あり ます 。 了 の 場合 、 偽 室 と し て 剤 本 別 車 を 提示 き ぜ て いた 
だ きま す 。 也 証 許 、 別 車 に 上 っ て は 謎 行 代 主 直 変 制 する 場合 が ある た 証 、 お お 客 様 より 民 守 を ご 了承 いた だ いい 
て か ちの 制約 二 結 と せり ます 。 症 、 性 畠 指 定席 の 発 電 前 まで は [弄り 例 山 収 午 ] と し て お 下がり きせ で いた 
だ だ 寺 、 描 専科 は 「 申 語 合 剛 収 書 ] に 各行 し 、 昌 約 庶 立 する も の と し ます 。 折 恋 香 草 の 指 定刻 は 9OE1 是 11 
月 1 日 現 査 . 潮 車 日 14 日 前 の 葬 書 と な っ て お りり ます 。 生後 状況 に より 本 更 と な る 場合 が ご ざい ます 。 

G 選 選 も 民 僕 に つい で 
小学 生 ( 旅 行 開 周 日 当日 を 碁 華 ) が 「 こ ども 民 釜 」 通 用 と な り ま す 。 夫 就学 児 相 お 子 樋 ( 知 い 楓 F の お 
子 棋 お よ げ 施設 使用 科 を 理 地 状 い の お 子 様 を 陸 く ) が JR・ 近 哉 の の 局 席 圭司 用 する 場合 も . こ ども 展 交 
に て ご 利用 いた だ け ま す 。 吾 誠 行 札 全 の こども 拓 釜 幼 朱 件 、 お よび 共通 の ご 宮内 を 喧 語 の 上 . 牛 
込み くだ き し い 。 

コ 直 尊 嗣 間 に つ いて 
指定 され た 」 昌 ・ 近 多 券 面 の の 黒 車 月 日 . 絢 車 に 限り 語 で す 。 

Gi 誠 行 天 間 に つい て 
誠 行 賠 間 と ヒ し て は 1 泊 g 日 軒 上 . 野 長 13 泊 1 日 【 た だ し 、3 月 31 日 朝 正 まで と な り ま す 。) ま で の 評定 と 
大 4 ます 。 ま た この 場合 、 最 低 1 泊 は 率 / や ェ コ レッ ト よ けり お 申 和 硬 くだ さい 。 JR・ 折 吹 に づい て は 昌 車 日 
に より 衣 打 民 合 が 割増 と せる 場合 が あり まず 。 

品 中 中 下車 に つい て 
JR: 所 款 券面 に 外地 きれ な 通 邊 中 下車 駅 欠 は 遂 中 下車 で きま せ ル 。 (た だ し 、 各 薩 料 用 で 松阪 計 南 は 


ーー で す 。 宣 唱 得 は 舞 電 呈 一 です 。 
ーー" 時 栖 ル 一 占 本 


ーー レー の の け ケ エエ ユエ ト も 可 計 で す 。 
か エスト 可能 で す 。 




















FE 村 | 1 [ 
' ます 人 記 貯 内 の 一 導 の エリ ア の 桂林 の 場合 や キャ リア 若 定 者 笠 . 
因 國 大 直訴 双 FLOL EET 根 放 伴 出 の 場 富 も ご ざい ます 。 


ば 提 呈 間 し に つい て 
塚 行 開 帖 醒 に 取消 ・ 距 員 が 発生 し た 場合 に 、 お ね 申 佑 硬 店 へ 乗 庫 が で でき な いい 場合 は 最寄り の JR* 折 喜 駅 
に て 末 少 証明 を 受け は て くだ さい 。 証明 赴 友 いい 場合 は 払い 戻し が で きき ませ ん 。 あら か が じ 避 了承 て だ きい い 。 

呈 員 記し に つい て 
福 鶴 の ご 利用 起 厚 間 下 た 委 叶 週 の み 想 拓 い 記し は で きま せん 。 た だ し 、 恒 定 され た 錯 車 が 運行 不能 、 
また は 2 時 間 選 上 (近畿 は 1 財 間 負 上 }) 遅 れ て 司 形 し た 場合 に は . 割引 特急 相当 井 を 払い 記し ます 。 
キ 四 陸 は 、 選 ず 駅 員 、 車 掌 に 証明 を 受け て.J 昌 : 近 吉 券 を お 申 刻 店 に ご 持 く だ き **。 妖 明 表 JRR: 
近 鱗 疾 の な ない 場合 は 所 い 戻 し で きま せ 上 た 。 な も.、 拓 い 戻 し は 護 行 評 了 後 10 日 陸 内 . お 申 送 枯 店 に 限 
『 お 相 り 舞い し ます 。 ま た 、 払 い 展 し 宣 四 直 定 皇 よ び げ 吉 闘 手 還 理 に 10 日 ほど お 時 間 が が か 場合 が ご 
ざい ます 。 あら か じ 生 了承 て だ さい い 。 

( 手 出 特 中 室内 
車 洛 道 * 山 揚 * 九 州 聞 則 締 に 3 衣 の 音 計 が 16CONom を 幅 え る 茜 物 (EE 下 、「 特 夫 商 物 」) 車 山 に 持ち 過 
場合 は , 還 前 に 特 到 背 物 ス バー ヌス に つき 記 師 上 の 予約 が 記 要 で すす の で 、 棒 行 申 央 時 に 農 恵 店 人 員 に 
申し出 * く だい 。 【 巴 約 意 は 無音 で す が 、 席 委 に は 了 り が あり ます 。」3 通 の 合計 が 25OCm 才 組 え る 薔 物 


は お 持 台 込 い た だ け ま せ 貞 。 ま た 事前 環 約 せ ず に 特 夫 商 物 を 持 衝 和 み され た 場 冶 、 車 山 で 手 莉 出 


10 円 料 和 ) を お 二 払 しい いし いた だ く 必 想 が 放 ます の で. る べく 商 物 は 直 呈 けし て いた だ てく よう お 右 い 
いた し ます 。 介 志 、 自 由 庫 {一 部 区 間 自 由記 を 斉 む } 革 ご 利用 の 場合 、「 震 大苗 物 」 は お 捕 ち 各層 いた だ け 
ませ ル ん 。 お 持 も 迄 充 さ れる る 場合 、 別 通所 定本 題 買 * 料 合 が 避 要 で す 。 (ご 直 明 な 慮 は 、 因 吾 店 係員 に お 聞 
し いい 音 お せく だ さい 。 六 物 中 持 も 需 に 関す る 評 細 ほ .JH 車 海 hITPs ア rjPF-Ganf 副 .EGJIE/l*JH 画 日 幸 
【hHHPGC /wwmw.wemshr,CulPy 」 JR 元 刊 FITS mwrJrkyuahuLco」 ロ の 日 ご覧 て だ さい 。 


mlR セ ッ ト ゴ ラン 再 申 誠 再 可能 エロ デア に つい て 
昔 エ リ 子 回 重 の UIR セ ッ ト プ ラン は 下記 平 堆 * 更 罪 エ リ に 訓告 難 店 博 で 四 才 本 舞い が 可能 で す 。 性 較 
と も 間 一 革 消 地 で ゆら ーoracds 右記 錠 工 地 を また いい で 0 組合せ は で きま せ 。 








宣 開 ee WiL- 包 隊 純 の イン ーー ネッ ト サ ー ビ ュ ス ぜ 利用 可能 で す 。 





中 記し て いま 


峰 吉 テル に よ け 舞 件 が 因り ます 。 調 評 香 (本 ] ル ー ム に は ほ 隠 り が ご ざい 昌 mW 間 直 泊 プ ラン と 同時 に 冊 吉 
ます 。 ご 希望 に 通え な い 場 合 が ご ざい ます の で 、 了 予約 ご 了承 べ だ さい 消 貞 | 回 呈 加計 呈 利 また 人 有 笠 の 車場 が ご ざい ます 直 で お 申 和 み で だ きい 。 
対応 と な る 場合 も ご ざい ます 。 キリ クエ スト は 確約 で は ご ざい ませ ん 。 チ ェ ッ ツ | 還 | 年 人 ( 届 の 商品 と の 電 豆 合わ 
イン 時 コロ ンー ト で の ご 案内 に せり ます 。 内 最 欠 衣 罰 車 場 閣 み ます 。 す も 可 態 で す 。] 


杜 デ フ セ ス セッ トブ ラン 派 行 代 葵 の 押 出 方 法 


アッ セス セッ トブ ラー 王 】 各 カ セッ ト 欄 記載 の | の 全 
近鉄 セッ ト プ ラ ン ま た は JR セッ ト プ ラ ン 基 本 代 信 | 









手配 評 行 映 
は 全 本 なり ます 。 


@ 得 泊 プ ラン 旅行 代金 の 算出 方 法 
双 | WI の 音 三 
| 基本 代金 販 | 還 





駅 * 刊 用 時 間 * 利 


座席 多 癌 代 全 12| 半 癌 代金 


旅行 代金 





設定 期間 2021.11/ 19-2022.3/31 斉 治 
(JH セッ トブ ラン は 3,/3 は 1 帰着 まで ) 


旅行 民 倫 に 
音 ま れる も の 







ン 、 お すす め プ ラン ! 



















泊まろ ラ 』 ) 電 
安らぎ と 機能 性 を 兼ね 備え た バリ エー ショ ン 在 か な 客室 。 京 都 ・ 奈 良 ・ ] 
大 阪神 戸 へ 旅 の 拠 点 と し て 抜群 の アタ セス を 誇る シテ ィ ホ テル で す 。 [ チェ ッ カ イン 前 、 
TPTTTTT / チェ ッ ク ア ウト 後 の 

お 人 荷物 無料 

お 預かり サー ビス <I 







本 の | 
| | | | 洒 和 コ ント ッ イン )2 名 ( ら 1m 


| 氷 | 本 | 抹 ! ほ | 目 | 月 | に | 全日 
昌 は elele (本 人 プレ ミア 占 コ ロア ラー ジッ イン )d 放 (31m) 
PlWHHHHHIHIHHHHHHHHHUHPIIHEHEPECET (は 遂 プ レミ アム フロ アッ イン 名 (26n0 
L 』 PT 。 コ mm 
HL 4 3 4 AAA AAA AM の SET イト 
各 IN140O 型 OUT11:OO 
穫 朝 食 … 和 洋 パ バイ キーツ また は 洋食 パ イキ ー ヴ また は 
洋食 セッ ト ま た は 和 定 真 より 当日 選択 
動 区 通 近 獲 [ 齋 都 駅 」 邊 務 口 より 捧 歩 交信 分 


単科 円 


ウゴ イデ 








画 最 少 催行 人 員 ノ 2 名 mr PPeheFyPT 





ィ 京都 邊 スー 「 欠 光 タク シー」 オプ ショ ナル プ ラン 講 


は 目 上 革 軒 EETTE 較 


マイト て と ロゴ 
「 名 物 也 どう ょ | 


日 本 禅宗 寺院 
の 中 で 。 最も 高い 


高 桂 の 自 酷 美 と 上 上 

北山 胡 に 囲ま れ NN 

た 較 静 な 音 事 参 

丁 で 、 四 垂 新生 

の 索 材 を 生か し 葉 

た 料理 を お 楽し 上 

あみ くだ さい 。 ーー 

11/3 ロ まで 本 お 自 

訪 事 は 川床 忠 」 

12/1- ヨ /31 は 宣 冬季 どう 生 

内 ( 個 定 で は あり ませ ん ) で の お 食事 と な り ま す 。 ょ 下京 料理 を お 習 し 上 が て くだ きい 。 
お 食事 の 和 守 は 四季 折 さ の 腹 園 を ご 増 租 て だ さい 。 
本 料 荘 (お 1A 提 ) 





を 改装 し た 町 屋 。 お いし い | 
お と うふ 料理 を 心 店 て まで 
お 標 し ふい た だ け ま す 。 


仙 洗 時 問 11:00- な 1:30( ラ スト オー ダー19:30) 
回 栖 醒 日 下 定 性 四 た 向 予 肘 相 の 陣 に ご 確認 くだ きい 。 
可 通 地下 評 束 画 旨 叫 上 駅 下車 、 后 上 交 了 叶 

吉 TEL TE7- 可 11 

吉 陸 油 幸 ." 軸 用 日 本 前 日 本 穫 。 当 日 ( 請 折 有職 前 } 記 寺 。 
に ーーー 


回 営 革 時 間 . ( 旦 資 11: ロ 0-14:00 

軸 全 重 日 。 必 曜 日 主 55 日 と 板 日 の の 場 韻 は その の 届 日 

吉 変 通 - 証 細 電 直 擬 野 帆 「 北 野 白 知 本 駅 | 下車 、 丁 如 給 10 呈 

柚 TEL ロ 75-4BE-4EBRB 

吾 取 靖幸 刊 用 日 g の 前 日 GO 、 自 日 ( 雇 持 間 古 前 )50 埋 。 
調和 0 


重 営 乗 間 . ( 太 食 )1100 一 14:00 
竿 交通.…』 課 花 國 駅 よ 


けり で 国 19 季 
弄 TEL 78 げ 1-1005 
和束 送 可 JR を E 半 駅 . 地 下 閉 木 境 社 川 思 よ り 隆 前 抽 
洋 ば 現地 に お 問い 合わ せく だ きい い 。 
ed 計 WFAK HE 








観光 タク シー は 、 お 客 様 の ご 希望 に より 時 間 内 で あれ ば 
オート ーー ター ペーs し ます 。 


ヤサカ タク シー フリ ー 褒 光 プラン MK タク シー フリ ー 鶴 光 フラ ン 


ヤサカ ダウ シー TEL 07B49-1314 FAX OU7E-RAD.94UD MIK ダ ウッー TEL 0 アロ 7 ロア もう 12 FAT 075-B93-.9466 


| 自由 に お 好み の 観光 を 楽し 内 ます | T 二 二天 (Gi 押 みこ と 本 もっ と 知り 太い YP 和 拓本 准 条 ら で 押 世 の 








競 応 吉松 定 に 合 反 し た 

ドラ イリ ー が お お 健 LU と し ます 。 
台 刀 1 人 憎 志 1 つ コ 互 よっ FU 

プレ ゼン ト を ご 用 療 い た し ます -| 


コー ス は 乗務 員 に ご 相談 くだ さい 。 


較 モ デ j ル し コー スネ 
コミ ニ ピ に す 
ご 昌 車 地 旧 里 績 名 所 大 覚寺 門 中 

| 呈 蘭 安 専 き 倫 間 圭 き 降 車 地 
a 央 間 コー ミエ 京都 の 達 上 コー エ ユ 【 半 日 
ご 乗車 地 き 衝 持 陸 ほ 常 装 圭 き 上 真 茹 営 
き 障 車 地 
TI に こと | 
ご 秋 車 地 き 二 城 全開 寺 さ 平安 神宮 
き 清 氷 寺 き 隆 車 地 
時 間 コ ー ス ." 京 都 の 達 上 コー ス (1 日 } 

ご 果 車 地 き 実相 院 呈 曇 院 き 仁 専 


合わ せ は 新 電 紀 
ッ 圭 本 院 マ 降車 地 中 内 改札 (2 随 ) 丘 と な り ま ます 。 


柚 お 人 調 事 プ ラ 
天明 汗 アウ シー の ご 式 … 





志 週 忠 状 池 二 で で 電 草 時 間 が 計れ る 場 冶 が あり ほす 中 で 巴 ご 了承 て だ きい 
赤 エ リア を また が っ て の ご ご 科 用 は 別 料 全 が 必 必 と な る 唱 冶 が ご ざい いま す 。 


都 ホ テル 京都 八条 泊 ) ※ 各 自 チェ ッ ケ イン し て くだ きい | 





ラン 共 計 の ご 重 内 上申 品 証 星 付 は 者 橋 馬上 . 出 弦 本 前 日 まで と 全 り ま す 。 


宇 幸 道 除 民 "駐車 料 査 * 拝 弁 料 ・ 丸 場 島 ・ 仙 加代 太 ど は 料 登 に 井 ま れ て お り ま せ あ 。 理 地 に て 提 定 拓く て だき 

宮 観 天地 功 法 概 必 事 情 に より 畠 要 場所 が 要 更に か る 場合 が ご ざい いま す 。 希望 コー ス が ご 予約 中 時 欄 内 で 
図り 用 れ な いと 判 世 し た 場合 は コー ス の の 宅 更 も し て は 予約 の 取り 直し を お 願い する 場合 が ご ざい ます 。 

宙 人 の ーー と 首 加 で 革 人 きい 場合 主 当 日 中 定 更 ・ 也 前 が 放 生 し た 場合 は ダヴ シー 区 杜 … 商 棋 こ ご 軍 結 て だ きい 。 


所 ょ っ と …| と 思っ て いる 方 に お お すすめ の の タタ シー プラ ン 。 乗務 員 と ご 相 設 の 上 、 
自生 流 に 京都 き お 楽し みく 堪 さ きい 。 画 診 行 民 甘 (] 難 吉 た り ! 
較 モ デル コー ネ ーー PP 

6 時間 コ ー ユ 「 世 界 人 産め : けり ] 


上 損 攻 神社 (世界 條 導 ) 中 半 社 
き 畔 島 再 き 式 原理 光 院 ( 書 礼 門 陸 )= 
大 原 三 千 際 き 邊 株 院 門 訂 


MK VIF ステ ー ーー ムトー 
1 本 』 1 ーー 」 = 
ラグ シー 量り 画 配 還 可 能 晴 間 。" 抽 DO 一 1 0013・ 時間 コ ー ス ) 
上 重 明け 本 | | 机 0ー11: ーーg 還 間 コー ネエ!) 
人 (> 素 り 1 VIP ユ 
モル | テー ジョ ン 訓 友 記 替 四 ) さ 上 に 則 で で も 本 ビ 還 可 肖 
選 在 六 導 し た 。 條 ロッ コ 貫 また は BE 者 山 馬 
IF] 前 加 再 還 配 車間 りり 重 ] 


本 FAIX が 記 看 店 幅 問 は 李 王 王 約 き 抹 う 了 に LWW (日 幸 机 評 ! に 画 凍 本 F 上 宮 
用 紅 に て 吉 周 に 四 所 的 。 時 地平 的 ロ R 直 . ご 予約 くだ きい 開 時 PT 坦 冶 も 

問 隊 識 李 団 本 TEL。 キ の 主 雌 手 に て 前 対 手続 き を 行 コ て くだ まい 。 
bd と 者 重昭 年 カ ウシ ー ロ 生物 杜 細 「OP 宣 料 1 責 品名 : き タン ー 倒 社名] に て ご 予約 く 


だ きい い 。 コ ー ユ の 重 情 出先 由記 配 垢 事 坦 二 上 呈 ご 運 語 は L 下 日 詩 枯 評 ] に 
抽 載 も て ある | タッ テー 手配 午 」 きか ウッ シー 革 柱 に FI を し て て だ 赤い 。 選 因 
が 志村 さき 擬 る 時 間 の 了 予 符 に つい て は 必ず 訪 オジ デー 等 桂 に コー の 揚 計 を れ 
衣 い いし ます 。 





2 日 目 都 ホテ ル 京 部 八 茶 出発 凌 各 邊 チェック ア ウト し て くだ きい 





党 格 中 は 層 コ ー ス と きけ 生 す 。 


時 の で み 号 * せ か が り 号 の 自由 応 の 設定 は 錠 定 は 提 ま せ あ 。 
次 者 古屋 駅 山 計 中 中 ギ み 呈 の の 設 軍 は ああ 三 せ 貞 。 
ーー トー 半生 泌 


JRN セ ッ ト プ ラン 行程 天 ( 信 中 環 橋 ・ 三 河 安城 : 獲 古屋 * 圭 晶 引 馬 暫 "ーーーーーー 新 幹 探 (のぞみ * サ か けり ・ こ だ ま 菩 通 車 指定 也 )===ーー しら っ 敵 We ( 吾 自害 様 ご 員 担 !… 
凍 器 県 円 音 駅 : 一 一 一 [一 一: 一 一 一 mm 一 1 1 - Frai ロ に 二手 .: 頑 通 車 所 定席 ) 








(人 莉 吉 旦 中 【 往 中 1 静 困 例 下 り 


切 ぞ w- 入間 


| 時 コ ド D 下り E も 710T- 果 事 は 還 所 いい. 中 村人 間 宰 半 
CPLDESES 土曜 民 い 、1710. ヨ J 避 1 月 *】 量 車 は 日 欄間 いい 1『1 1。 


= の やみ : か 日 dr ご 2[k ト 本 車 日 月 曜 本 上 りり ます 。 
" TPT 古 | 大 軒 科 下 只 馬 重 河島 - 三 同 衣 回 - 瞳 咽 捧 の 場合 で も 括 
| 且 | 典 | 来 | 本 | 登 | 土 | 月 古屋 出 回 時 間 硬 募 理 と 1 叶 す 。 


G | ビビ 1C ビ IGG | 時 画 民 下品 和幸 - 指 上 新 害 三島 ' 替 計 芝 中 場合 で も ELLELTEEEE TL 
HERutuhr も 』 ' 


lr 本 
章 新 大 了 四半 上 よ ば 重 英 輔 和 の 場 言 で 町 天 醒 出 恒 時 間 訓 誠二 
50c51 6301939 ]6161]6]|819 大 











生還. 列車 の 新 埋 松 吾 列車 の 組み 舎 わ せ が 可 能 で す 。 





間 ちゃ OcTF か IA 落選 靖 、 こ な ま 










1 mm 1 の 7 の 7 
redr31 


Wsk caoPiix ト ニー ニニ ーー ニーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 ZZ の の の の を 


T's 


田中 そ 串 呈 は . 新 類 刊 用 回 間 直 (名 古屋 喧 東 操 間 ) と な る 場合 ご 利用 でき ます 。 置 憎 - 三 宴 域 費 凍 は ( 玉 桶 "三河 宮 
城 ら 名 十 是 硬 ) が 自由 利 用 の 場 本 本吉 [者 古屋 性 京都 間 ) を の 〒 み 号 で ご 利用 で きま す 。 


目 妥 皿 輔 到 
E: 二 血 F= 屋 語 ま 11 朋 没 車 


10 リ 一 回 ーー 3 
no- ロ 麗 記 醒 


E: 竹 衣 F 筆 人 - 下 恒 月 昌 車 


ITF か UNE 5 は て だ 者 6 か UGC 


都 ホ テル 京都 中 業 ( 折 ) 
…! 自 お 審 欄 ご 員 昌 部 市 上 京都 由 芝 ( 泊 ) 


ーー 利用 時 間 帯 ーー 上 こ ーー キー ビー なー 四 「※ で ど で 【 則 層 ェ 








SE E iLT 
古人 査 *〒 政 柚 コ ー ド は 
し WW 日 本 功 放 ] を ご 犬 認 
て だ 二 1 


| に m 入 の ーー す 衝 守 ボ コ リ ー に 回 | 互生 画 四 章 .[ 再 百 | 兵 い 呈 画 芋 遂 誠 欄 | ロ ゆ ロロ エロ エロ で 〒 ュ は エー 章 画 中 昌 ロ ロロ 呈し | ptr 捕 弄 | エー リヤ テッ ュ TTF 馬 理 揚 可 い ー > 革 本 本 9 お は 





ノヽ ノミ ント ント ント ン バ ン NNZN IN 


AA 品 。 
ーー 
ィ リ 







相 
1 
ー」 


mi 








roror 電王 
トー 呈 。 4 2 
トー 者. 用 FE 必須 し ニーム ポ 








人 羽 ・ 志摩 スー パー パス ポー ト 


まわ りゃ ん せ 付 






近 絶 電車 プリー 区間 


| 発 駅 か ら フ リー 区 間 M | 
-( 机 板 臣 島 間 ) の 往 複 近鉄 | | 乗り 放題 特急 基 
| 乗 車券 ・ 特 急 券 (人 過 宣 指定 度 ) | | ( 半 季 車 征 訂 引換 券 4 枚 | 


「 素 硬 スペ イッ 村 ・ パル ケ エ スパ ー ニ ャ (パス ボー ト )・ ひま わり の 湯 、 質 島 エ スパ ー ニ ャ クル ー ズ 、 
志度 パー タゴ ルフ 場 良 羽 水底 館 。 ミ キモ ト 真 珠 鳥 な ど 23 の 観光 序説 に 入場 人 人生 可能 





「 パ ー ル ジャ トル 」 







三重 間 通 バ ヌ 地 





各 柱 現地 アク セス 提 だ 和 ー 自 衝 
















に ES5 
' 事 事 主 | 間 醒 写 バー | 
ーー 四 量 エス ー ニ ャ 鳥羽 水族 館 1 Nr 3 
( 還 還 還 ) 玩 虫 エリ ア ( 机 販 一 賢 周 クル ー ー ズ (あご 薄 施 覧 二 
5 謗 時 志摩 リー 区 間 ( 格 析 一 臣 島 ) 呈 船上 の 爽やか な 風 に 吹か れ て 、 甘 庶 飼育 種類 散 日 本 一 ! 。 ご =aw 
(本 較 還 特急 蛋 車 駅 HO 沙 の 乗 英 な 景色 と 優雅 な 非 日 帝 を 。 約 1.200 種 も の 生き も の PP 
長 味 の 全て が わか ら る 入場 施設 。 お 愉し みく だ さい 。 真 珠 モ デル 工場 に た ち に 会 える 旗本 。 中 で も 国内 唯一 
人 和 神内 宮 全 全 志 庁 近 多 リ ザー ト 各 ホテ ル を 騙 ぶ MS 3 ビン グ も も 寄港 し ます 。 の ジュ ゴン や 。 可 肢 い 仕草 で 人 気 の 
に E 還 邊 = 本震 馬 も ラッ コ は 下見 で す 。 
W [パー ル シ ャ トル 」 の 政見 で す ! 
片道 1 回 利用 券 に つい て 環 生 時 間 10:00…1600 
較 事 二 笠 約 制 ご 軒 十 調 日 中 1BOO ま で に ディ ェ ー ジ Ps5r 常 格 音 に よ H 証 更 し ます 。 
千 約 有 柚 で す 。 中 和牛 結 で 千 約 きれ な い 場合 は 失 光 断 売 シス テム スハ 性 量 日 1971=1E 


TELDBO- ど 5 本 3 (10rOOー 1 寺 12 7230 ロー 1 は 313 ロー1 TO) 
田 運 行 ・ 畠 日 = 往 理 (所 時 崎 間 丘 半 交 4D 分 一 1 時 間 3 号 ) 
田 対 苗 キ テ ル . 部 リ ゾー ト 忘 摩 ご イサ イド テラ ュ エ モエ. 志 歴 製 下 子 ル ザ バイ 計 
イー ト 、 市 崎 良 史 ホキ テル ザ ウラ シッ ウ 、 軸 島 定 生 芋 . ホ テル 記 記 スペ イー 村 
田 ご 遇 車 場所 . [ 近 吉 ゆー ト 子 遇 右 ] 昔 テ ルル 去 隣 前 - 皿 島 駅 













伊 鞭 押 語 内 穴 @ 間 ホテル 夢 和 | 


| 征 直 1 国 暴 車 肛 【 吾 前 予約 韓 ) 









の 志摩 スペ イ ン 和 8 


テー マ パ ー み 直子 中 、 昌 泉 京 揃 9 っ 
3 複合 リゾ ー ト 施設 。 ス ペイ ン を 庁 
テー マ に し た エン ター ティ イメ ント 
ナミ ュー イメ ント バー タ で すす 


国 甘 週 攻 半 ほ 委 羽 則 」 よ 本 事 約 5 


| 間 | 手 生 昌 記 に っ いて 










ホテ ル 指 泊 
7 日 前 まで 肝付 まわ りゃ ん せ 9 き *3) 
テー = 衣 世 コ や ー じ mg = | 」 ーー - き 


設定 期間 2021.11/ 1 (19mm-12/2 こう 2 


名 古屋 エリ ア 、 関 西 エリ ア 発着 の 徒 覆 近 次 特 急 で 伊勢 ・ 鳥 羽 ・ 志 摩 へ 。 
4 日 間 、 伊 勢 志 訂 エリア の 観光 スポ ッ ト を 巡 れ る きっ ぷ で す 。 

左下 記載 の 近 弥 電車 、 路 線 バ パス に 乗り 放題 、 パ ー ル シャ トル 片道 1 回 . 
乗車 券 、@3 の 観光 施設 に 入場 、 ホ テル 自宅 に 手荷物 配送 券 付 で す 。 
圏 利 用 期間 //2021 年 11 月 1 日 12 月 29 日 

較 有 効 期間 / ご 利用 期間 中 で 乗車 開 日 か ら 4 日 間 

販売 店 で お 下 し する 中 換 券 を 引換 指定 駅 (下記 参 野 ) 赦 口 で お 引換 え く だ さい - 
癌 ご 利 用 同 路 世 は 革 駅 ロフ リー 区 間 ( 隊 馬 一 覧 但 間 ] ま で 呈 福 復 は 1 回 限 ゆけ 有 交 。 


計 づ リー 区 間 計 で 下車 き 穫 吾 場 冶 は 。 藤 直 財 了 し た の と し て きっ が を 回 収 いた し ます 。 
辻 ポ ゴット は 旅 且 民 下 に 含ま れ て 五 り ます 二 使 用 加筆 苔 で も 拓 い し ほ ご ざい ませ 貞 。 毛 列 ご 丁 承 て だ さい 














SSV2021081 イ テ ー ジ 5 





Pr 


て こ 











性 運 将 晴 間 相生 王 1 抑 





ユゴーdrz す 51 





[内 宮 ] 内 連 前 【 補 所 構 前 ロー タリ ー 内 1 ボス トン バッ ダ 衝 の カバ ンー 矯 や ロ L。 固 所 委 時 間 約 5O 任 男 定 体 日 無 性 ' 上 
時 宣行 符 社 三重 識 通 格 式 葵 社 か 国立 周 PP TS 0 
赤 量 り 層 れ た 場合 で も 払い 層 し は で きま せ A。 衣 道路 状 選 に より 晴 間 が 置 れ お 買い 求め くだ さ 還 運 怖 人 ん 間 16:09 
る 場合 が あり ます 。 ス サジ ュー ル が 大 幅 に 還 れ た 場合 で も 払い 羽 し は で きき ませ 上 量 人 et rd 本 2 
ル 。 剖 志 麻由 山忠 み の 量 陸 は で きま ませ,。 志 ご 者 望 の の 陳 が 山 席 呈 場 合 も ご ぎ ざ テ ・ ヨ コ ・ 商 き の イエ 百 通 削 し ます 。 「 価 上 
の 量 洗 質 参 状 沖 等 た より 選 休 する 坦 主 が あり ます 。 芋 充 週 近 越 「 鳥 駅 より 醒 上 約 10 衝 


ます 。 誰 地元 行事 較 に よ 中 年 行 山 容 が 意 更 と な る 陽 昔 下品 ます 。 党 車 内 
は 杏 衝 、 自 由 席 定時 運行 いた し ます 。 


耐 西 地 葉 





まわ りゃ ん せ 
引換 指定 駅 









志摩 を 拠点 に 
) 身軽 に 観光 周遊 を 






『 Point 1 天王 に お し ま 












“ お 楽し みく だ さい 。 剛 自 誠に 囲 | す 
まれ た 世 政 青 
グ * 萌 食 付 1 聴 景 を 請 宣 珠子 
ルル 。 林 本 了 軍 主 天 
性 規 週 も 五 未 し 


ea し ゝ 系 こ だ 材 ます 。 - 
お お 部屋 バス ・ トイ レ 付 ウイ ン 2・ 3 名 (37m)、 


癒 や し の 
リゾ ー ト ホテ ル で 
ゆっ た り 3 連 泊 


画 IN/Z15:OD 還 QUTZ11 


上 楽 バ ス の 時 再 は ホテ ル に ご 確認 て 記さ いい 。 
間 乳 起 虹 (3ー5 ず ): 衣 二 使 用 肝 1 泊 に つき 3.8Bn 青 
( 飛 貞 作 は 居 連 有利 " 理 地 払 い ] 


17Ocm、 OKg ま で } と な り ま す 。 


却 大 晶 逢 . 大 上 上 議 町 . 共 柚 . 拘 . 近 標 上 蜂 . 夫 和 高 団 . 却 和志 補 . 憧 順 。 活 雷 。 
運 買 神戸 。 車 花園 . 生 較 、 学 園 前 . 夫 和 可 夫 再 、 近 越 奈 真 . 京都 、 近 越 丹 基山 。 夫 京 恒 。 
町 田 錠 、 天 理 、 王 寺 、 天 訴 同 下野 柚 。 亜 井 寺 . 吉 市 . 高田 市 。 柏原 神宮 六 。 下 十 口 


還 寺 名 古屋 . 近 競 暫 江 . 島 名. 近 読 言 田 、 近 競 回 目 市 、 伊 替 著 培 。 白地, 津 。 伊 寸 申 川 き L'e 







目 部 リゾ ソート 奥 志 摩 アク タク アフォ レ スト 


邊 計り 0 邊 5 コテ ー ジ 和洋 宣 2…5 名 (60m) 


i00 
圏 ダ 食 / 和 洋 中 プッ フェ (し レストラン) 男 朝 食 / 和 洋 ブ ッ フ ェ 【 レ スト ラン ) 
画 交 通 近 計 | 賢 高 駅 」 よ り 無料 送 連 パス で 稚 25 


上 3] 人 ( 華 昌 車 理 ] ] を 本 札 作 員 に 量 
承 し て ご 昧 車 中 の うえ. 引 描 措 定 駅 に て 巣 車 畔 等 に お 引き 内 上 えす る よう ご 理 内 だ さき し *。 
宮 共 口 錯 売 還 間 が 軸 な る 駅 が あり ます 。( 近 絹 HP「 企 画 馬車 穫 老 売 駅 一 覧 」 を 娠 聞く だ 






La = 


ke 首 リ ゾー ト 麻 ベイ サイ ド テ ラス 








本 sec 
ペイ ン 建 生 中 の リ 中 貫 。。 
ゾー ト ホ テ ル で す 。 加計 ae 
町 鮮 な 旬 加 幸 を 


ご 坦 能 だ きい 。 
Ys ト 『p 交 551 
ツイ ンター 名 (MDm」、 和 洋室 させ ー 活 (4m 
較 IN/15:O0 還 GUT/ デ 11n00 SI 
圏 柱 だ 和 坦 厚 また は コレ ー 了 チチ (し ユ ト ラ テン] 間 宴 事 則 周 は 1 了 : ーー 
瑞 は 南 また は 側 本 己 五 1 人 悦 ず つ 思 訳 可 。( 之 略 届 な い 増 合 は 南 料 理 と な り ま す 】 
画 朝 食 和 食 【 じ ユ ト ラ ン ) 宮 る 月 呈 日 一 本 曜日 春 折 は 浮 食 セッ ト 
較 要 通 / 近 喜 「 賢 島 駅 」 よ り バ ユメ で 阿 反 好 国選 3 凶 / 近 上 「 四 島 務 」 よ り 定 時 宇 
事 下 就 潮 児 (2ー5 才 ): 旋 且 使 用 1 泊 に つき 1.100 円 (食事 ・* 宣 員 代 は 章 運 有 笠 / 
頂 地 地 し り 央 簡 計 に て 五 二 抽 い 。【 巧 児 3 に て 操 征 ) 
吉 こ ども 1 司 訪 食 は 五 子 標 専用 テニ ュー と な り ます 。 








彫 園 陣 


プル っ と “ 
測 也 グー ポン 本 シェ ル ・ レ ー ヌ 中 手荷物 配送 証言 まれ 


引換 券 引 挫 利用 券 て お り ま す 。 
- ゴ 
コ まあ A 2 。 外宮 か ら 内 定 の 順に お 参り する の が 正 


式 と 言 お れ て いま す 。 二 拝 ・ 二 拍手 ・ 一 


IP Ei ニ 拝 の 作法 で 丁寧 に お 大 り し まし ょ う 。 
= 日 間 


W 丁 内 で の 食べ 歩き クー ー ポ ン 。 


神宮 ・ 内 宮前 
誘 グ ル っ と 満喫 クー ポン 


下記 メニ ュー か ら 3 つ 選べ ます 。 


上 捧 の 提げ た て の コロ ッ ケ 1 個 

だ ん ご 屋 の みた らし 団 チ 1 本 か 

T 焼 と 借 和 選 大 助 族 ( ツ フト ドリ ンク 1 折 ) 

| 830 ス あ 2 本 pF お 催事 宰 引 5%) 
E+ 本 人 6 人 6 








※ 料 用 時 間 9r30--16-30( 店 靖 に 上 
7 け 園 屋 ] で 林間 に 引 | 了 えて だ さい 。 斉 評 証 は 最 証 日 租 理 と 一 丹 に お お 選 し する ご 宣 内 書 較 を ご 貝 
事 1 人 様 手 奇 物 1( 軍 春 中 1 回) 


設 て だ まい 。 末 本 用 号 の 所 査 は で き 和 ませ ん 予 大 ご 本 承 くだ きい 
画 受 装 時 間 00 一 13:00 


、 儲 画 実施 登 社 三重 交通 株 傘 壮観 光 斬 売 シ ステ ュ デ 
田 例 革 場 所 公 刺 市 駅 また は 宰 治 山田 駅 手 黄 物 預かり 所 
吾 王 村 時 に 引 内 中 を お 通し し ます 中 で で 、 ご 檜 泊 ま テ ルコ フロート に て ご 提 赤 中 上. 手 訂 物 を お 愛 
駅 だ さい 。 主 17:OO を 目 傍 に ご 愉 折 中 テル まで お 語 け し ます 。 但 し 交通 事情 に より 証 れ る 場合 
も ご ざい ます 。 斉 時 較 間 時 9 の ご 利用 は で きま せん 。 吾 量 天 配 導 サイズ は 、 キ ャ リー パッ ダテ LL サ イ 
いし ズ [BEchNH 内 まで と な ます 。 LigL isikrr Pi3" 詳 





ンカ 」 の ジェ ル ・ レ ー ヌ 3 つ 付 


シェ ル ・ レ ー 到 。 昧 の 決め 手 で ある バター 
に 、 地 元 の 際 凶 と 三箇 産 の 中 実科 [アヤ 
ヒビ 志 り | を 恒 用 し た 鳥 朋 の 部 東 で す 
引換 可能 店 舗 邊 豚 本 細 10:00 一 18D0 


日曜 は 1 了 :OU ま で ) 
事 定 休日 旧 定 株 ( 陳 時 体重 相場 苔 が 品 り ます ) 










か し て 者 古 じ ョ う まん と 寺 貞 よう すう 





と ちり し た 事 属 語 





綿 、 本 し い 著 下 

消 を 劉 む 麻央 潮 

串 天 時 日 が 中 

尻 で す 。 

較 五 部屋" バス ・ ビレ 人 2ー5 る (⑧10) 全品 本 

較 IN//15:00 圏 OUT10:0 ae 一 感 同 





了 が お まお 二 ( じ トウ また は 表 夫 ) 朱 1 30….19!30 ご の 3? 手製 と な り ま す 
較 朝食 和洋 バイ キン ダ ま た は 和 定 條 (し スト ラン また は 写本 場 ) 
弄 交 通 / 近 直 「 賢 鳥 駅 」 よ り 恒 歩 で 約 7 条 園 送迎 /〆 近 寺 「 賢 鳥 駅 」 よ けり 定 時 運行 


韓 素 凍 学 児 【(3ー5 才 }): 語 話 恒 用 科 1 泊 に つき 2?.200 円 (食事 * 刻 具 民 は 吊 聞 有料 / 虹 地 払 い ) 
幅 吉 店 に て 所 王 反 い ( 生 見 品 に て 事 約 } 





寺 宇 恒 瞳 行 代 全 に 吾 更 れ ま す 。 庄子 は ほ 下 車軸 夫 と 厨 り ま す 。 
吉 1 「 ほ 本 市 和 抽 語り ます 。[ 」 内 加 較 間 ほ 目 定 ! ほ ます , 





守 下 語 ユ テ ジュ ーJ ル は ほ モ デル コー ユネ と な 1 ます 。 行 権 和 組み 立て PU 圭 に し 1 て て だ さき しゃ 

樺 印 は 近 多 ま わり ゃ ん せ 利 用 と な り ま す 。 重 革 き LiE.3p 
※ 全 箇 駅 に 11:30 ま で に 到着 する 列車 を ご 利用 くだ きい 。 有 『 机 は テル へ ちり 
大 誠 区 世 駅 





近鉄 名 古屋 駅 ーー - 暮 通 車 岳 定 誠に に で で で 佑 動 市 駅 ec 
人 機 下 / 和 7 人 サーーー 伊 束 神 宮 外 宮 ( 自 由 人 参拝 )(eo#』 
一 = 和 半 バス 917 ダ > 一 伊 夫人 内宮 (自由 参拝) (%70 め …ー 





【 林 下 前 1 時 」… もち は らい 町 お か げ 模 丁 9909)-… ei 


内 宮前 一 一 一 で 喜 パ ー ル シャ トル 4 便 / 約 55 分 = 一 窟 泊 ホ 学 ルル 【 折 ) 
15:50 入 事 デ ケア フォ レス ネト へ は 劉生 駅 16:55 の ホテ ル 送 好 パ ス に お 黒 り 換え て だ さい 。 


: 娘 パル ケ エ スパ ー ニ ャ < を ひま D の 湯 (9e09) 
一 ご 寺 三 重 交 通い ス / 約 25 分 = 一 賢島 駅 一 で ホテ ル 送 迎 パ ステ ー 鶴 泊 ホテ ル ( 泊 ) 


| 町 


< ホテル 送迎 パス ュー 一 賢島 駅 ……[ 家 近 評 療 通 列車 / 約 5 号 )* 紅 方 駅 一 一 
ご 補 三 重 交 通い ス / 約 1 紛 = ゴル ブ 場 前 


ー ゴ ルプ 場 前 一 一 
、 計 相補 通い バス / 約 13 作 テーー 形 方 駅 -( 宮 近 緑 普通 列車 / 約 5 分 か 賢島 駅 
"村上 / 交 2 分 … 覧 島 港 www 客 質 エス ー ニ ャ クル ー ズ (509)Jwwww 


日 


ww 匠 島 送 ……( 重 馬 / 交 人)… . 必 生 玲 < ホテ ル 送 利 パ スッ ーー 権 泊 ホ テル ( 和 ) 


ホテ ルーーー ぐ ホテ ル 居 迎 パ スッ ー 一 賢島 駅 …* (実害 株 指定 席 90 分 ) 


及 
本 dt 


w ミ キモ ト 胡 珠 合 609) 
EE Przn 

… 宮 交 約 水 族 館 ( ぬ 120⑳)… ー( 醒 重 " 約 10 馬 )…- 
| "大 阪 隊 穫 駅 
… リ 禁 正 / 還 1 馬島 習 駅 で Mo に TI ト 
商 近 時 名 古屋 駅 
加山 志 三 スペ イン 桂 / リ ルケ エス バー ニャ ロ の パス ポー ト 」 と は . ル 園 と 馬 判 の ショ ー お よび げ ア トラ ウシ ョ ニー イー 部 を 障 

く ) に 便 用 で きる 系 で す 。 
境 昌 靖 の 各 括 証 の 富 草 日 、 哲 貸 時 間 な ど 評 し く は 難 法 式 HFP に て ご 確 認 X だ さき いい 。 


時 出発 日 カレ ンダー ※ カ レン ダー 空 嘆 中 出発 日 は 設定 が ご ざい ませ ん 。 

還 是 是 軸 HFIFTEHFTEIEIHIFIFREHFTEEIIIFPHFEIEHFTRIIIFFTEHF1 
fi | | | | | | 11|||| | 介 昌 4 E 目 IA 
EIDEEEEEIHEIEEETEWIa [ LTL 


画 画 ロ 





日 上 月: 示 | 二 | 率 ! を | 主 旧 用 表 | 


Em 
『1 EHPEEE に 3 
世 ※- 馬 
















区 5 saoo]sasoo| 53200 
|52. 20 に SO 
69 700 
に sla ル 提 を つっ 「 「 
常 四 島 宝生 需 【 環 暗 四 】 。 Jetrh "テラ ミュ に ご 本 折 相 坦 痛 は 。 上 記 還 最 人 行 人 肌 ノ 2 
「 醒 リゾ ー ト 時 吉 凍 デマ デフォ レ ュ ト ] ( 和 定 - コ テー ジ ] 環 本 代 合 に 部 章 く だ さい 。 甘食 事 … 朝 食 3 回 
ーー 人 ーー ルーーー> ト ーー 太 食 回 
出 発 タ 食 3 回 
oc sssieaxes| ※ 掲 載 の 情報 は B0g1 年 
11 月 現在 の 情報 と な り 
に | 000 | 15900 | 15509 | 7G50 | 13909. ます の で 証 更 と な る 場 癌 
上 8 独 || 50O | 11.50O | 14500 | 17OOO | 1300W が ご ざい 主 す 。 
| 500 | 9500 | 16809| 20509 | 13900- 常 1 一 刀 ペー ジ の ご 案内 も 
ーー ビ 筐 て だ さい 。 














まま ペー ジ 揚 凍 重 中 は に コレ ュー トコ ゴー 
FTLIAR GFT[ コ = 画 崩 記章 コ ー ド 
F ま 半量 国内 ツア デー」*「 近 本 全 
売 (まわ りゃ ル せ )」 で で 予約 琴 放 。「 四 
半 ・ か 見 中 本 幸人 香 下 弄 指定 . 硬 務 
十 河 『 拓 嶺 』「 閣 的 』 画 貞 よ * 叙 王 娠 
重吉 まわ 中 〒 上 し せ せ [ 桁 画 ) 放言 記 
し 。 隆 暫 電 作 じ て て だ wt。 1 上 折 目 
の リー 区 間 内 本 堤 重 理世 。 捉 審 寿 | 
ご 邊 貞 で や ラリー 世間 軒 ゾ 特 動 王 引 座 | . 

寿 を 重 駅 本 符 専 弄 密 口 に て お 引 
呈し で いた 直言 ま ます 。『 イ キー 呈 デ ャ ト JLJt 
ユ せ 国内 アデ アー 日 ! で 届 連 手 玖 
二 作 し て て だ し 





11 認 <5 | 11/gB 
er18 向 | デ g 


ーー 
Lo 
准 替 な し _5u000 | 000 
se 9 50 11.000 | 1180O_ 
アテ ae DP すす 下 キ ] 
アタ アフ オレ スト | (和室 コテ ー こ ども 2 の 基 字 代 交 に 押 四 し て くだ さい 。 
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F mm ロ 『 』 | ビー | 
邊 | _ ー 時 = ー 『 し 
所 打 mlm ーーー 』 』 導 
1 ar me - 博 。 . 計 
ロ ます mr 1 ュー コ ニテ 1 ai - 過 上 - 
| ョ mm 還 F は まま ー こ コ ロ 1] ば | トーニー ニー] 














ュー14 日 間 か ら お 好き な 日 数 を 選ん で 、 お 好き な 日 に 2 泊 で きま す 。 観光 も 6 つか ら お 選び いた だ く 、| 骨 定 期間 
ーー 自由 に 組み 含 わ せ 可 能 な フリ ー プ ラン ! あな た だ け の 旅行 を 組み 立て る こと が で きま す 。 2021. UMU 6202 グ コル 
トー ッッ も ee En BB ホ テル < 


間 当 TTTECT 





) 近鉄 人 株 9 da 
日 間 フ リー きっ ぷ 付 / 


[ ペン プ 男 有 効 期間 / ご 利用 期間 中 で 乗車 開始 日 か ら 3 日 間 
= 日間 乗 り 放 姜 50% 割 引 特典 | | 約 150 の 対象 施設 | 放 示 店 で お 洛 し する 引換 券 を 近 次 引 換 指定 駅 窓口 で お 引換 え く だ さい 。 


生生 ケー ブル. 本 全量 ケー ブル を 計 む JA 紅 の | | ・ 店 舗 で 呈示 特典 PPviah2042AE7 1 
2 | | 5 店 舗 で 呈示 特典 | 3 間 フリー まっ 18.3 間 1 和 /GH 間 :2/9:3/12 関 :4 村 /14 昌 5 お 誠 し ます 


宮 将 慕 科 苫 ほ 訪 きれ で 五 h ま せ ぜん あ 。 同 吉 和 を ご 判 田上 mm 用 は 天 較 重 草 天 を 証 細 い 事 古く 
ー グ ご 利用 区 間 グー/ 


F ] ーー ロロ 幅 に に 含ま れ で ュ 診 き 還 抽 も しい L 寺 ご さい * 
由 に 証 ) 近鉄 重 車 プリ 区 間 容 ポ イン トド は 藤和 折 民 合 りす 貧 用 司 坦 要 し は ご ざい 還 せ 吉 : 事 且 ど 『 聞く 記 記 は い 。 




















| に (本) 特 魚 大 車 駅 の 近鉄 ダル ー プ の 対象 秀 設 ・ 店 舗 アア 
5 40 人 橋 ご re 和 下記 部 設 が 割引 や うれ し い 特 色付き で 
に 上 it が ご 利用 いた だ け ま 寺 






















信人 人 代 大 和文 章 央 
量 事 この ハル カコ 幕末 分 重い J ル カス 300( 屋 望 台 ) 


世 志 陣 ス ペイ ン 村 
rtUL か エエ ユゴー ニャ 、 け まお わり 貞 過 、 カ コ ェ 丘 エ ペイ ンー 料理 ヒラ ツル | 


屋 賢 島 室生 苑 「 朝 忘 寺本 過 」・「 識 立 埋 四 讃 」 
委 賢 島 エ スバ ー ニ ャ ッ タル ー ズ (あご 電 避 覧 
ー 馬島 有 英 めぐ り と イル カカ 島 ( 鳥 選 六 避 賢 






近 折 が 計る 特急 守る も お すす が 
































大 孤 斉 半 ・ 京 都 ・ 近 交 名 古屋 一 覧 島 を 結ぶ ] 。 PE 3 ' 
特急 弄 宣 「 し ま か ぜ ]. 近 革 で 最も 各 再 重 両 と し て 上 上手 。 馬 低 在 所 品 本 層 コ レン タネ サイ タル 
恒 球 志 厚 へ の 衣 に 吾 す すめ で す 。 内 | | 較 近 越 都 ホテ デ ル レネ ト ラン で 切 枕 廊 割 明 


・ ジ シェ ゴト ン 都 二子 呈 大 本 ・ 大 マ リオ ゴット 剖 テル 


ー ジ 5 
” ” 夫 度 癌 角野 柚 一 吉野 を 70 分 80 寺 で つ な を さ ・ 二 シテ ィ 大 阪 天王 ” ・ 衝 ホテ チル 京 都 作 な ど 





hn* 提 2ー 電 近 名 百 貨 店 で の 飲食 硬 引 や 特典 な ど 
me ド わ 大王 の 届 な Egoecia イメ ー ジ (5 | | 計時 間 . 定 休日 は 、 昔 二 設 店舗 へ ご 天 康 くだ さい 。 
筐 か な 自 振 に 団 ま れ な が ら 、 山 頂 更 で 約 6 | 共 時 間 休日 は 店 全 へ ご 雪 朗 くだい 
條 間 の 空中 陣 歩 和 を 楽し め ま す 。 大 暫 半 ご 近 吉 古屋 を 約 2 時 間 で 抽 も 場合 が ご ざい ます 。 “ 
画 営 重 芋 同 1 ロー17JmO プレ ミア ム 車 両 と し ギュ テー 車両 を 剛 え た FEG よ 基 | 、 他 に も 多 燥 ご 用 写し て お ありま す 。 
還 運 作 ( 全 ) 遂 辻 お と な 1.500 円 . こ ども 75 円 陸生 商 凍 二 有料 圭 奄 で す 。 ご 症 攻 に ザ 半 笠 等 が 用 天 よ を り ます 。 と (56 時 し く は 石本 次 玩 コ ー ド を ご 間 剖 くだ きい に っ 








画 立 通 近 剖 柚 所 駆 よ DTE で 誰 避 け 全 ーー ュー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーー ニ ーーー ニニ ーー ニニ ーー ニニ ーーーーーー= ニ ーーーーーーーーー ニ ーー キー ェ ー| ニレ ーーーーーーーーーー ーーーー 






大 錠 召 生 、 太 阪上 本 町 、 得 剛 、 布 施 、 近 紙 才 大 和 高 田 、 大 和 八 木 、 椅 原 、 名 、 貧 祈 ※ 引 横 抽 定 駅 寺下 か ら 乗車 する 場合 は 「 乗 車券 引 措 独 ( 乱 果 車 償 )」 を 改 北 任 員 に 量 示 し て ご 
ョ | 柱 LE 東 花 囲 . 生 駒 、 学 園 前 、 大 和 西 大 寺 、 近 率 良 、 京 都 、 近 叔 艇 張 欄 、 大 久 芋 、 轄 田辺. 天理 。 東証 の うえ 引換 指定 還 に て 時 車 間 衝 に お 引 理 挫 和 ま く だ きい 
al 王子 、 支 販 問 部 野 、 亜 丼 寺 . 古 市 . 高 田 市 . 坦 硫 十 宮 町 、 下 市 口 呈 書 駅 吉 密 口 則 吾 時 間 が 開 な る 駅 が ます 。 G5P「 人 昌和 人 CA) 1 


中 加 革 民 近 上 吹 名 吉 圏 . 近 時 朽 江 。 遇 名 、 近 引 言 国 、 近 計 ク 四日市 。 措 還 著 柚 、 白 手 、 津 、 攻 方 演 向 呈 講話 内 秋夫 」 陣 主 よ りり 「 近 談 本 3 蘭 ア リー まっ ば で 千 衣 要 介し て (だ 
要 夫 中 川 .| 1 便 動 市. 補 崇 山田 、 五 十 堆 用 。 島 届 . 宅間 埋 記 . 欄 詞 。 臣 恒 審 世 は き 攻 上 の 1 な 月 生 す ちの 者 と な りき す 。 ま た 最 還 日 当日 の 内 で きま せ ル 。 





近鉄 入団 3 日 間 1 すす ョ 
コリー きっ 品 | ホテ デル 宿泊 ュ つ の が 言 まれ 
っ 貞 十 十 ] 馬 


(5 ペー ジ ※1 参 ) (2 泊 ) べ る 衣 光 記 お り ま す 。 












4| Prm 

OSAKA 
SKY 

VISTA 


1 昌 車 券 1 枚 ルー EEE 
う 委 な ん ば ルー er rm 
ET 根 の な い 2 階 定 て オー プン デ ッ ョ キ 






下記 6 つの 中 か ら グ ルー プ ご と に 3 つ お 選び くだ さい 。 


辿 各 般 酸 、 1 回 中 琴 表 びいただけます 。 剖 一 下 割 増 記 下 机 記 も 呈 征 ご ざい ます 。 
常 ポ イン は 閣 林 作 店 に 人 まれ て おり ます 。 寺 隔 用 号 楊 合 で も 払い 護 し は ご ざい ませ ん 。 予め ご 本 承 く だ さい 。 






















予約 時 置 択 DRI パス で 3B0 パッ ラマ の 大阪 呈 名 所 
剛昌 車 * 隊 軍 素 阪 駅 則 高 運 バ エー ミナ 中 ' 
革 由 和 ・ 再 和 so 5 /)| オー プ : ンチ ッ キ 2 で 
うだ ルー ト ①11:40 著 3:40 ロ 内 14:40 発 中 下 :』0 由 | 』 
を ば エー ト 11 HO 地 7IFAD 疹 調和 電 中 呈 : 向 填 9 大 阪 の 所 を 観光 1 ココ 
光村 特 史 キ ー ト ⑪17:10 縺 71755 著 仙 19:z0 発 /2OrO5 汗 ーーー ニ ーーーーーーーー 


画 陣 軸 うつ 中 だ ーー ト : 川 訴 ほ 吾 は 号 や 
上 な 貞 ば エー ト : 遇 の tu 呈 カス で: 通 中 下 晶 志 可 能 で すす 
」 壁 交 通 . 取 大 孤 駅 中 下草 札 口 より 竹 本 1 芋 
茜 所 黄 財 漠 人 
] 厨 運行 傘 粧 近 剖 1 株 江 表 


【 ご 一 調 ] 専 納 品 下 : 届い に け ませ ん 。 析 棄 骨 事 
、 還 」 ま 。 壁 ゃ 恒 圭 に よせ 『。 運行 キー ト を 要 更 する 曲 や 夢 席 する 場合 が あり # 
- 各 馬 。 a ーー 二 政 重 行 時 は キー トマ ルト 串間 用 衝 再 雇い し まれ 束 出 爺 輔 誠に " 
IA 着 穫 1 mm ふふふ nn に きこ) 問 に 本 お を か っ た 和合 、 生 車 商 は 原則 と し て 「 舞 凌 」 と な り まれ 提 
ニー Pe ] ーー: バ ュ 天 向 恨 正 尊 で すず 。 


量 定 
イ 』ー5t5T 


記 表 展示 され て い 必 生き 物 呈 義 は 620 種 30。OO 点 に 
の ほり ます 。1 番 の 人気 者 ・ ジ デン ベ エ ザ メ が 和 苔 さと 涼 巨 
2 「 太 平 洋 」 氷 栖 の 他 「 洛 月 井 河 ] も 上 人 気 。 


箇 音 時間 [月 尊 ]13mWー1 王 中 [ 王 ・ 上 日 * 概 ]9:30 一 19:00 
【 重 表 : 馬 日 に より 吐 ます 1 
光量 幕 上 酔 は 陳 画 1 前 間 前 まで 
画 正 通夫 暫 計 ロ 中 訂 囚 ! 示 暫 清 天 」1 番 田口 より 皇 正 暫 理生 
瑞 宇 体 日 年 中 才 訂 \ 証 帽 点 皿 史 寺 屯 証 時 性 丁 昌 りす) 
替 資 業 時 間 志 変更 と な る 場 苔 平 、 ご 人 画 で きせ い 畑 吉 較 ご ざい 






お 1 人 標 BU00 円 増 
和装 7 日 前 まで 
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M 定期 観 光 バス at ささ ュ ー ュ IEEE 


7 スケ ザ ュ ー ル 











J 朋 可 瑞 牟 : 是 呈 郵 








合理 記 に て こ 坦 く だ きい い ーー | 表 似 の 東 塔 が ヽ 閥 委 人 暫 I 各 : 本 器 閣 
ニー 車 下 還 坦 、 き の 。 
ーーーーー- 約 12 年 間 に ーー 天 還 共 を ご 秋本 
還 に “ わた る 全面 解体 W 中 宮 畔 「 世 還 の 三 つ の 要 諾 屋 」 と も 
( wet ) ー ーー 修理 を 終え hi れる 
太 燈 三 吉 旗 本 ロー つ を ご 客 。 
ks | ” 寺 穫 ( 画 の ご 臣 き 
Il 入場 天 1 析 に に 拉 Fa | 1 . 男 ! 再 ミ ー 
べ の ハル カス 0 5 四条 





1 護 拉 所 到 生 時 電電 に 后 記 加 状 罰 、 
平 愉 井上 冊 重 相 回っ た 主 
< ご 研 内 。 


ゃ 平 坊 宮 本 ・ 季 電 門 【 率 室 」 


] 民生 鼻 訴 ( 中 : 旦 理 環 村 」 
計 畔 奉 上 駅 !17 ! 加 占 園 草 





世界 最 十 の 林 造 建築 物 格 を 笠 る 法隆寺 で 知ら れ ぉ 「 提 
机 還 」 か ら 、 自 時 名 暮 志 静 っ た 本 師 と 肉 真 和 上 が 開 志 
れ た 唐 所 提 寺 と 志 鞭 ち 並 「 西 / 京 ] を 1 日 か け て スム ー ズ 
に 山 り ます 。 惑 売 院 で は 捧 基 の ご 買上 ! 平城 宮 目 ・ 揚 門 





ハル カス 300( 展 望 台 ) 










は 車 電 赤 らら ご覧 いた だ け ま すず 。 
下山 発 地 ( 介 事 時 記 ) し こ - 恒 店 ] 埋 比 四 前 妊 束 悟 早 い コ ー ス で す 。 事 屋 廊 時 間 は 中 豆 
本 」 JR 夫 良 駅 (: 品 寺 )、 近 散 誤 駅 10:OQ 玩 ) 見地 後に 約 30 分 ご ざい ます 陸 料 合 に て 皇 記 避 能 で す の 
OIL エリ ジ 53 中 m ょ FEH4 副 了 抹 民事 に 音 和 ま れ 記 生 中 で 、 ご 示 望 必 剛 台 は 向上 日 ご 一 軍 貞 に 凌 口 お 申し 田 だ さき 
Emmrzg ーッ トド 地上 300m 日 本 馴 高層 ZD け 和 に 含ま れる 名 生 料 が 含ま ね ます wu て 旧 し 、 店 人 日 に つき まし て 庄 手 配 い た し か 届 ます の で こ ご: 
野間 界 時 岡 暴 恵 当日 に 間口 に て ご 中 認 くだ さい 。 宰 ご 覧 いた だ く 建 迄 
、 再 と 古 記 に ス ]。 展 請 怠 か ら は 大 阪 市 内 を 一 堅 ! 気 人 氷 件 が ロキ エ 1 当日 出 供 時 員 の 30 穫 前 まで に 定期 閑 介 欄 ・ 世 健吾 に つき まし て は 工事 等 の 都合 より. 一 訪 虹 類 : 
地力 円 還 ロ m ブ で 判 用 ぜ き 主 よけれ ば 神戸 市 内 や 棚 五 海 骨 夫 栖 、 京 都 ヌ ワー 誠一 由 馬 (JR 春 良 * 近 吉 褒 員 】 に て 軸 な っ た り . 還 唐 でき 立 いこ と が 吉 ま 定 。 重 呈 か に 本 ご 丁 承 て 
利用 叶 玉 1 上 種 50O 円 呈 装 まで 見 縮 す こと も で きま す 半 自 融 車 手続 を お 博す ませ て だ すい 。 だ さい ta 交 ご 書 内 贈 所 、 願 庫 吉 よび げ 笠 便 は 格言 に より 麦 更 す : 
こども の 方 に ノベル ティ 付 0 先生 を EGG 」 
ーー HrD-- ラウ ・ コロ 1 [ 和 ほ 品 』 到 王 三 蛋 附 「 氷 西 最 策 画 」 も いま ます > 計 こき も しい 
(4 以上 . 由 学生 軸 下 】 ] Taste 次 開 題 間 …11 中 を ー171、3 ゴ ー31 正調 本 央 聞 …1/ ロ ザー 
(者 夢 意 中 1 回 1 画 交通 策 直 「 未 岐 同 証 野 楠 駅 1 四 上 
表 ポ イニ ト は 偽 行 民 査 に 斉 和 まれ ます 。 よ R+Oaia higtrn「 天 主 再 駅 」 か 下す で 





| 正定 任 日 年 証人 
門真 因 近 経 下 動 間 細 志村 叶 一 等 ・ 衣 抹 時 間 み 変更 よ な も 其 吾 や 入場 で き な 
い 相 科 ご ざし ます 。 届 式 HP に て ご 康 て だ さい 。 


回 テテ “ = 
W 生き て いる ミュ ー ジ アム M 

NIFREL 中 
許 導 館 が 初 プ ロ デ ュ ー ス し た 新 感覚 
ミュ ー ジ アム 。「 感 御 に . よ れる 」 を コン セブ | 


ト に し た これ まで に な いい 展示 は 、 こ ども だ 
け で な く 。 吉 と な の 感性 も 刺 詩 し ます 。 








le ! お 1 人 様 お と な 3.000 円 増 
2 志摩 スペ イン 村 


バル ケ エ スパ バ パー ニャ 


こども 2.0 有 円 増 











『 = 還 バス ポー ト 1 枚 
上 『 の アラ クシ ョ ン (一 除く ) に 人 お よ 『 生 て 





内国 情 純 あま れる スイ ン の 簡 並み を 再 
理 し 、 子 ども か らら 天 人 まで 楽し ゆめ 古 子 一 馬 
バー アル チョッ キー な か など キャ ラウ み タ ー 
組 出 末 の ミュ ー ジ カル ショ ー も 人 気 で す ! - 
央 紀 案 較 聞 季節 * 曜 日 に より 県 せり すす 。 旬 式 HF に て ご 昨 語 だ さい 。 ー ーー 
農 唱 横 五 也 より 直通 で え で 遇 1 は 中 し 衣 幅 事 間 箇 再 と な 50 円 こ = ども 200 円 ) 一 mii 
、 圧 件 圏 日 32 せ 中 1 月 11 日 一 月 1 ロ 卓 
暴力 ル テ ッ ネール 」 ドラ ゴン 貫 呈 宣 さがし ピエロ * ぜ ・ サ ザー カ エア ゴ ー ニ ルウ ユエ コ は 劉 半 利 意 可 記 要 で す 。 
1 操 真 は 條 て イ メー ジ ビ ジュ アル で す (57) 中 HUA BPAIN VILLAGE COJLTD.20I ロ 2 


男 旨 第 時 間 
[平日 TOin0ー-1B:Om [ 土 ・ 日 9:30…1900 帯 最 胃 入館 は 開 症 1 時 間 前 
束 逢 面 に より 較 豆 ゆす ます. 評 し て は 民 下 HHF を ご 碑 語 下さい 。 | 
固 通 大 阪 モ メレ ー ル 「 可 請 記 合 没 園 ] 駅 より 竹 抄 要 3 叶 お 
硬 価 館 日 年 中 握 恒 ( 設 個 上 農 ため 厨 財 醒 品 り ) 「 フ ルフ A を テッ テン ロリ 


語調 パージ 措 商品 は 7 や ン フレ コー ド 「 中 国 発 :FAY4OGP、 関 西 花 JAY4DBP」 乗 務 種 別 「 国 内 ツア ー」 で 予約 揚 作 し て くだ きい 。 





3・6・9・12.14 日 商 選 ぶる 観 きつ 











な 芝 こ お 所 きか そん 再 


都 シテ ィ 大 阪 天 王寺 








記 光 * ビ ジネス の 風 点 上 し て 絶 時 の ロケ ー ジ ョ ン ュ ご 冥 訂 に 人 
芝 の トリ ズル = ブ ォ ー ス な ど 区 加 な テ タイプ を 取り 描 え て お おり ます 。 














_ 但し 、 ロー ア FsP の の: 
デー ジル 
※※ ご 利用 いた だ く ホ テル *・ 旅 館 、 宿 泊 日 、 旅 行 日 数 に より 割増 代 釜 が 必要 と な り ま す 。 フイ ン “3 名 (27m) 


コ ォ ー ス 』 省 (37m) 
田 IN〆15:0Q 男 UT デ 11:00 
圏 朝食. 和洋 ビュ ッ プ ェ 
圏 普 通 〆 近 岐大 阪 阿倍 野 栖 駅] 直結 


※ 旅 行 期 間 中 の お 好き な お 日 に ちか ら 2 泊 お 選び いた だ け ま す 。 
に だ し 最終 日 の 宿泊 は お 選 げ ば いた 1 け ま せん 。 











下品 ココ 


ホテ ル 近 鉄 ユ ニ バ ー サ ル ・ シ ティ シェ ラ ト ン 都 ホ テル 大 阪 


大 阪 二 を 望む 、 カ ラフ ル で カジ ュ ア ル な テー マ バ ー ク 呈 接 大阪 ミナ ミ に 建つ ハイ ダレ ー ド 好 立 地 ホ テル 。 モ ダニ ズム と 
ボテ Pa 伝 装 が 調和 し た お も て な し 英 空 間 で お 審 欄 を お 迎え 。 


本 ae ア ェ am 大 「 | 
鳥羽 シー サイ ド ホ テル 




















鳥羽 洒 が 一 望 で きる 抜 才 の ロケ ーション に 建つ 和英 羽 市 で 
は 最大 需 の 旅館 で すれ 





画 画 お 地 屋 ノバ ス 、 ト イレ 付 










画 お 部 屋 / バ ス ・ ト イレ 付 





AU ご 

ファ ミリ ー ル ー ム 名 (31m' プレ ミア ムダ ブル 1・2 名 (24m) た 

較 IN/15:00 画 QUT/11:00 コン フォ ー ト ツイ ン 2x3 名 (24…31m) 

硬 朝 食 // 和 洋 ブ ッ フェ 画 IN/15:00 還 OUT/12:00 導電 

芋 区 通 /JRI ユニバ パー サル ジテ ィ 駅 5 珠 寿 [に 間 朝 廊 / 和 洋 バ イキ ング "em " 癌 
より 重政 約 @ 夫 較 予 的 較 選 択 | 恒 交 通 / 近 次 「 大 阪上 本 町 駅 ]13 番 出口 直結 Lu 宙 訂 生計 和 導 2 こ 34 あ 1 











国 IN〆15:0O 画 OUT/ デ 10:00 
[ ! タ 廊 / 詩 季 バ イキ ング (レス トラ ン ま た は ホー ル ) Er 
朝 食 “ 和 洋 パ イキ シダ (レス トラ ン ま た は ホー ル 〕) は 織 | 








| 礎 夏 エリ ア タ * 朝 食 付 





※ ダ ・ 朝 食 と も 、 廊 事 場所 は 選べ ませ ん 。 國 
PR ae 1 asa/zermnmutowcoy 還 
部 リ ゾー ト 志摩 ベイ サイ ド テ ラス 奈良 万 工 若草 の 宿 三笠 交 旧 2(3…5) 4.400 円 ( タ ・ 棚 人 代 含む (事前 払い ) じ 岡 





英 度 閑 に 性 む 、 ス ペイ ン 建 築 屋 ゆ リゾ ー ト ホテ ル で す 。 
新鮮 な 負 の 率 を ご 場 能 くだ さい 。 


_ 開 静 で 緑 月 か な 自 践 に 囲 まれ 、 月 の 棟 3 階 ロ ビー か らち ら 一 記 
で きる 古 観 号 座 量 が 人 気 の 宿 。 





画 設 定期 間 021.11/1 只 出発 022.3/ ヨ 1 性 著 
【 一 本 ホテ ル - 衣 本 を 史 く ) 
レシ ルン トマ 0 


十字 有 ルーーー お 寄 栖 ご 仙 担 !」…- コ リー タイ ーー 昔 近 録 駅 





深 宙 迫 は お 選び げ い た だ いた 檜 泊 日 9 のみ となり ます 。 
還 最少 惨 行 上 人 員 … 1 名 
剛 食 事 宿泊 ホテル に より 異な りり ます 。 
常 掲載 中 情報 は 2081 年 11 月 理 在 中 情報 
と な り ま す の で 変更 と な る 場合 が ご ざい ます 。 





ー ダ ・ ラー ンチ の 三重 (585】 ee 3 | 凍土 科室 の 三 剛 (551 


耐 五 部 屋 /【 月 の 様 】 バ ス ュ トイ レ 付 和室 2ー4 名 (10 破 ) 
N ど 1j:00 屋 ロ UT/1 ロ 0:30 
タ 調 / 和 会 席 ( レ スト ラシン 「 春 日 野 ]) 


還 お 部 司 /【 ガ ー デ ン ウ ィング 】 バ ス ・ トイ レ 装 
ョ イジ 1 ュー3 は 者 (所 】、 和 洋 定 うー 基 (4 人 m 】 
画 IN デ 15:n0 回 OUT デ 11: ロ 0 






圏 食 / 垂 應 また は フレ ンチ 画 形 食 “ 和 定 査 ( レ スト ラン 「 奄 日 野 ]) 1 ー2 ペ ー ジ の ご 素 内 も こ 暫く だ さい い 
国 朝 信和 表 ※3 月 の 日 一 本 曜日 鶴 泊 は 洋食 セッ ト 国 充 週 / 近 引 「 良 駅 ] よ り 無 料 送迎 パス で 約 10 笛 党 「 近 吉 堂 齋 3 日 間 フ リー き - っ ぶ 」 は 特 魚 科 半 は 言 まれ で 
画 甘 通 " 近 鐵 「 腎 島 駅 ]」 よ り パ バス で 約 5 者 鞭 送 迎 // 近 絶 | 奈 委 駅 」 よ り 定 時 運 特 ・ 委 事前 予約 寺 り 放せ 上 

協 児 2(3ー5 地 ): 1 


国 送 / 近 直 「 賢 鳥 駅 」 よ り 定 時 運行 ei 
宮 児 可 は 一 5 才 に 1.100 円 ( 事 靖 払い ) 右 因 





1.100 円 【 重 前 払い }) 特別 を ご 利用 中 の 隠 は 別 達 特 笛 刺 を お 買い 末 め くだ きい 。 








O 衣 2 計 員 前 5 ング () (0 円 


者 と 主事 1 eo 開 ブ リー きっ . ぶ 上 ホ 了 テル (2g 泊 )} ーー 宣 刊 用 欄 人 














な や で 再 お さか みほ, 更 も みや に WW ょ う と は ちち E ょ 3 EE み 宅 こ ん エコ 邊 まう と mr 
都 シ ティ 大 阪本 町 都 ホ テル 京都 八条 都 シ ティ 近鉄 京都 駅 
ポ ボタニカル を モチ ー フ に 天 蒸 末 を 使用 し た 尊 や し の 空間 京都 * 奉 委 ・ 大 阪 ・ 神 戸 へ 旅 呈 撮 点 と し て 抜本 の デア タ セス 「 京都 駅 直上 と いう 利便 性 の 良き を 最大 限 に 活 ぶ し た 、 


を お 楽し みく だ さい *。 を 謗 シラ ティ ホテ ル で ます ユダ イリ ッシュ 立 宿 泊 主 体 本 ホテル 。 





_ 画 お 部 屋 ノ バス < トイ レ 付 





- 画 お 孝 章 / バ スッ トイ レ 人 





を 0 【 サ ウス ウイ ング 】 ツ イン 2・3 名 (23m) 瑞 お 部 屋 / パ スト イレ 付 
ュー ペリ アト リプ ル 3 名 (25m) [本館 】 シ ング ル 1 名 (19rml)、 ウ イン 93 名 (26 西 ) デブ ルル 1・2 名 (15m)、 ウ イン 2 名 (16m)、 
IN//15:00 層 DUT11:0G 画 IN/ ゲ i4:OO 較 OUT"11:00 トリ プル き 名 (21m) 
大 朝 廊 .“ 西 洋 笠 理 と 中 国 科 理 の ブッ フェ 国 朝 食 / 和 洋 バ イキ ング また 証 洋 太 パ イキ ング また は 画 IN/15:00 較 OUT/“11: ロ 0 
近 爾 泊 日 に より セッ トメ ニュ ー の 坦 合 昔 画 り ま す 。 后 。 ょ 洋食 セッ ト ま た は 和 定 廊 よ り 当 日 選択 | ュ に 較 朝 長 / 和 洋 パ イキ シダ SS 記 - [W 
圏 堪 通 .“ 大 阪 メ トロ 己 苫 節 線 「 李 町 駅 ] 徒 超 約 る 分 還 通 近 凌 京都 駅 」 保 口 まり 従 歩 交 2 分 画 欧 通 / 近 引 「 京 都 駅 」 直 千 で Ui 













































券 志 記 エフ | 章 天 赤 厚 エ / ・ 朝 食 付 弄 志 訂 エリ 
みや こ 還 く L 理 し ま ps みか し こ 。 よう ょ う 
ト 肖 宮 」 ーー = ーー ャ 一 トー 写 性 Em JPI 和 還 店 = ま = 
吾 リ ゾ ーー 1 むら に ュ F ププ ア プ オ ビス ト J+ ルミ LN 5 摩 人 て イ ン 】 FI エゴ 『 本 っ 空中 5 記 に 了 全 
加 か な 自然 に 囲ま れ た 英 唐 演 の 美景 を 望む ホテ ル 。 ュ ペ イッ ・ アン ダル シア 地方 の 街 基 み を イメ ー ジ し た 南 数 と ろり と し た 泉 質 、 開 し い 英 唐 才 を 望む 底 国電 天風 呂 が 自 


_ 森 ゆ 履 全 や 天体 観測 も お 楽し みい た だ 計 ます 気分 を 滴 末 で き 古 リゾ ー ト ボテ ルル 。 杏 で す 。 


ーーーーーーーー- 。 ーーーーーー ーー ニー 一 ー ーー 
























































較 所 部 屋 / バ ス * ト イレ 付 ウ イン 2ー』 名 (40mt) 
朱 は 一 4 名 1 室 利 用 呈 場 合 は エキ スト 
| 15 ベッ ド ま た は ハイ ダー ペッ ド 判 用 と な り ま す 。 
二 PE ーー ェ 国 IN〆15:OO 回 O0UT ア 11:0G 
回 お 部 屋 / バ ス ・ トイ ピ 革 園 タ 廊 だ スペ イー 料理 また は 和食 また は 和洋 パイ キシ ンダ 





ウイ ン 2・3 名 (37m〕、 コ テー ジッ 2ー』 名 (60m) (事前 選択 )※ バ イキ ンダ は 一 部 日 程 の み お 部 時 ノバ ス ・ 71 和 放 55 を (8 

和男 さ ー オ 名 (10 営 } 本 較 朝食 / 和 高 ま ま 上 た は 洋食 氷 羽 泊 日 に より 和洋 バイ キャ ヴ 國 和 MI/ だ 15:0D 固 ロ UT10:0O 
還 IN/15:00 圏 OUT/11:00 上 の み と な る 場合 あり ます 。 較 タ 食 / お まかせ 衣 席 
回 ダ 衣 だ 和洋 中 ブッ フェ 田 朝 食 / 和 洋 ブ ッ フ ェ [ 男 交 通 ./ 近 引 「 握 方 駅 」 よ り 三 欧 バ ユ (史料 釜 ) で 暫 13 符 。 画 朝食 だ 和洋 バイ キン シダ また は 和 定 廊 IT 
画 交 通 “ 近 誠 「 覧 島 駅 } よ り 無料 送迎 バス で 約 25 本 馬 ※※ ホ テル か ら の 送迎 は ご ざい ませ ん 。 田 通 " 近 紙 「 覧 鳥 駅 より 徒 頻 で 約 7 息 Mi 






洋 パ ス の 時 誠 は ホテ ル に ご 確認 くだ さい 。 [ 吾 乳 練 児 (5 才 ): 無 料 を 補っ 一 送迎 / 近 紙 「 覧 鳥 駅 ] よ り 定 時 運行 大 | 皿 コ 
擬 乳 坊 旧 (02):3.860 円 ( タ 朝 代 倉 む / 政 地 払い ) に で 昌 直 に 問 賠 京 坊 児 2(3-5 才 ):2.200 円 (事前 払い ) 賠 悦 





ti DEW80 拘 還 58 旨 誠 し ーー 

amaAa | SE6 | Ei | ご | ff 代 に お 1 人 お と な 3.00FW、 こ と 150 

! 11 っ 00 | 記 転 二 議 | 詳 記 旅 行 代 交 に お 1 人 欄 お と な BOO 円 増 、 こ ども 3.000 円 増 
166 。 12.500 





に 暫 枝 粒 左 記 旅 行 代 例 に お 1 上 人様 お と な 9.0OO 円 増 、 こ ども 4.500 円 増 


E| 回想 中 議 堪 記 旅 行 代 多 に お 1 人 欄 お と な 12.00m 円 増 、 こ ども 6.00O 円 噌 
玄 二 児 : 肛 和 児 中 年 齢 は 癌 テル 欄 に て 詳細 を ご 暑 認 くだ きい 。 
別 痢 食事 ・ 専 員 代 が 属 婁 と な る 場合 が あり ます 。 














yr き =1* 12-17.19=24 
1 コー アロ ロー13・16=1 
1 な =283 ゆ す 1 
2 アー 生日 =1 1 人 さ 1 引 13 ロー3 
ーー 中 語 =11 







一 | eos emol eo 
 D ホ テル 利用 69 86 2250| 19 | igo9 10.400 | 29] ooo] 2700] 2700] 3990] 2700] 0409] 1500 
ホテ ル 和 用 gh5 | og | 6go6 | 9205 | egao| 25209] ezo5 egm za 59| yt9o] 1499y| 22 go 


PT 胃 13200 _13200 | _19.200 | 22.000| 11.900 1900」 1 ーー 19.200 
1 間 13200| 13.200| 13200| 【E. _10.900 | 24.300 | 13.200 | 10gW _13.200 15800 | 13.200 | 13200 
ころ る 本 5 二 良 補間 電 い 5 大 ス イン 7 し ケ エル ャ ーー お 導 り の 場 、 | 


料 増 人 名 が 避 村 た な 1) ま す 。 評 し て 日 8 お ページ を ご 覧 r だ さい い 販売 店 の 方 へ 本 ペー ジ 掲 前 商 品 は 7 セー フレ ュ キ コー ド 「 中 婦 競 : FATYMOBP、 間柄 純 :JAYJHT5FP| 














載 務 種別 | 還 内 ツアー」 で 填 約 控 必 し で て だ きい に 











右 丸 の ぶれ る エン ダー テイ ゴア ンド (1 た KaDE 設定 期間 2021.11/. 19 出発 こ 2022. 
| 台 1 mf = | の ー = キー +』 還 gh! ーー = ー | 
1 」 | ET ザ ア プリ に 芳 四 . ロ で 須 mm 生 =|! "7 PR 咽 
\ 
E 圭 ーー Fm コ 四 
」 』 ば ぽ F 衣 呈 、 OTRTITITITI 
qq ーー * | | 」 ン 5pp ニ 5 に ニ ニ ーー 
IM も rr で 
| 電 き 」 | 3 必 リロ 
J 
コ 本 
ーー 1 = 計 ニニ ーー ーーー ーー 
og が 
思 。 
3 コ ョ ーー el 
中 リロ 
ロー 王 E 本 ad の 
コ 1 日 ! 一 を 首 
ご" に | 


近 弥 全線 が 3 日 間 ( 連 続 ) 乗 り 降り 自由 」 
凌 ルー プ の 対策 線 』 店 舗 で 中 呈示 特典 情 き の き っ ぶ で す 。 




















- 肖 。 LLm 昌 ーー 二 評 : ーー 一 『 1 「。 

近 話 生 | | 中 城 山 ロ ー プ ウェ イ 近 妖 グル ーー 
ーー mm 上 中 | に 1 中 中 語 に = 直下 中 上 = 和幸 和 | = me ーー 』 
3 品 加 乗り 大 主 MJYD 訓 | 記 は = | り 1 ロビ リロ 語 」 

中 主 サ ー ブ ル 表 本 雪 ケ ー ブ ル を | ip- 2 の 有 全 まだ H 耐 の | 呈 人 額 で 旦 氷 W 
生出 ロー デ ウ ェ イ を 上 J 【 1! 還 り .5O 和 邊 ご 向い た ER ます 【 と 
褒 | 名 全 析 SH 1 コリ ー き っ ぶ ] は 特 多 料 騙 は 含ま れ て お けり 詩 世 貞 
中 | 1 1 ュ | こ 詞 










N お すす め の 観光 を セッ ト し まし た 。/ 


次 ポイ ント は 衣 行 代入 に 含ま れ て 五 り ます 。 寺 便 用 吊 場 含 で も 拓 い 記し は ご きい ませ ん 。 毛 遇 ご 丁重 て だ だき しい 





1 
ユー ば る 5 


地上 30n0m 日 一 の 生 二 枯 EiFo8E に 昌和 了 仙 本 を に 一 禄 ! 
束 怪 整 件 赤 よ けれ ば 神戸 市 内 〒 明 五 混 時 大 括 、 京 都 『 リ ワー まで 見 一 すこ と も で きま す 。 


官 重 時 間 *: 妄 通 * 定 件 日 * ご 午 由 に つい て は ネー ジ を ご 覧 て だ きい い 。 


入場 琴 1 覆 導 @ ユ ページ 記載 本 うれ し い ポ イン ト は 対 午 中 となり ます 。 


「 の 






『 入 遂 環 1 枚 


本 育 展 示さ れ て いる 生き 物 の 数 は 520 
査 、30O0O 吉 に 中 必 り ます 。1 笑 本 上 気 
| 者 ・ ジ ン ペ ベ エ ザ メ 志 諾 と 和光 で 巨大 な 
l』 「 式 平 洋 」 永 槽 の 他 「 洛 月 旦 同 ] も 人 気 。 


「 茸 乗 時 間 ・ 交 通 ・ 定 休日 ・ ご 案内 に 
つい て は ペー ザ を ご 覧 て だ きい 。 


こさ = トー 
で に ー | 症 | 過 





乗車 背 1 枚 
(な ば ルー ト 】 
屋根 地 立 い は 曳 是 て オー プン 
デッキ バエ で 3 さ BU バッ ラ で 呈 
到 随 古 活 所 を 一 望 で きま す 。 
世 乗 遇 剛 ・ 充 通 ・ 宇 灯 日 ・ 紀 特 登 福 ・ 
ご 富 に つい て は ペー ジ を ご 覧 で だき しい 








、 語 。 ま た まう か 5 赤 


上 若草 の 宿 = 





高き 日 二 一 300m 呈 懇 高 剛 析 合 ビ ル 「 訓 その 
| ハル カス ] の 上 剛 階 に 世 置 する 天空 の @ ホ テル 。 
| 上 質 国 附 都 市 弁 起 チル と し て 、 世 界 水 準 選 
| ボス ピタ リティ と 日 二 の お も て な し を 提 翌 。 
" 田 五 部 屋 / バ ス * ト イ ビ 付 
デラ ッ カ ユウ イシ 2 名 (38m) 

肌 〆15:OO 回 OUT/ デ 132:00 
朝食 レス トラ ン に て 

和洋 プッ フェ また は セッ ト ヌ ニュー 

之 衣 事 内 内 は ほ 志 選 げ い た だ け ま せん 。 や に ー 1 
間 通 " 近 旋 大 誠 同 部 野 握 駅 」 尾 頻 移 1 赴 TYPE や に ゴ 





ae 
Hm 


ーー 





OSAK 上 A 球 良 定期 缶 光 
' FE 年 ap 細 | プル 泊 泊 証 功 近 半 宇 幼 3 日 間 千 右 過 VISTA 加 バル カス 300 バス 乗車 天 
づ / づ 1 見 着 (2 折 ) は フリ ー き ぎっ 足 中 入 馬 凌 の (ほぼ 全 一 ト ) ら ( 居 望 台 ) 入場 券 の (生生 / 誠 コー ス 











近鉄 全線 3 日 間 フ リー きっ ぶ を 利用 し て 大阪 * 奈 良 を めぐ で る 3 日 間 ! 

趣 の 異な る 二 都 市 を と こと ん 清 晴 で きる お お すすめ 観光 も セッ ト な の で 
現地 観光 に 悩む こと な し で す ! 1 泊 目 は 上 質 な 国際 ホテ ル 、 

2 泊 目 は 自 欠 に 囲ま れ た 許 飼 と 宿泊 も 充実 で す ょ 












































ンー ーー ー プ 「 さ あ は じ め よ う 、」 キャ ン ペ ー ン 特別 





地 上 3 00m 昌 本 一 の 高大 ピル か ら 眺 め る 

_ 天 阪 の 街 を 引 け 占 馬 1? 

。 一 明 の の お客 様 ゆ いな い 時 間 に 中 っ た り と 見 学 ! 請 和 れ た 日 に は 玄 都 

-” か ら 赤 申 山 まで 一 望 で き 、 気 持ち の いい 朝 を 迎え られ ます 。 宿泊 の 大 
呈 阪 マ リオ ッ ト 都 ホテ テル ば 同じ ビル 内 な の で 秒 動 も 楽々 で す 。 

坦 輔 間 開 還 1 時 間 前 (iQ 予 宣 ) 

剖 因 員 に より 本 動 半 操 た 和 め 、 外 し く ほ 軸 し す 串 入場 削 欄 較 を ご 密 朗 くだ きい 。 


最少 能 行 上 人 具 /2 馴 「 「 
理 1 ヨ 目前 {1 目 商 門主 * 目 に 吊 堪 環 音 . キ 避 同 丁 便 選 日 本 胃 貞 で で 
量 評 性 行 旧 由 に 選 た きい 嶋 守 は 催 打 中 止 上 と 闘 り ます 。 





ITYT エ Y 








世界 最 古 還 木 造 刈 築 物 笑 

を 誠 る 法 隆 専 で 知ら れる 

[用 増 呈 里 」 か ら 、 自 風 研 覧 

が 葬っ た 本 上 師 寺 と 路 長 和 上 人 

が 聞か れ た 唐 招 提 寺 と が 建 | 王 里 培 、 並 党 の 宮 時 害 藍 と 

ち 部 . ぶ 「 西 / 京 ] を 1 日 か け PeS 拓 

ー に い n 三 

本 an 式 に 加 り ます 。 「 中 宮 専 と も 用 ば れる 中 幕 - 攻 策 壮 部 隊 

| 置 出 潜 申 ・ 座 行 履 に 含ま れ 琴 玩 陸 大 和 三 名 麻 較 ゆー つ を ご 内 。 
る も の > 所 各 時 間 * 運 行 会社 。 
人 東 嘱 、 西 培 、 落 橋 井 式 前 配本 置き ご 室 円 。 


天平 時 代 電 考 に 伝 計 草堂 、 平 電 宮 の 
店 人 箇 際 を 提 っ た 開 便 を ご 素 内 


[ 計 呈 去 重 三重 際 『 二 度 西 臣 芝 画 」 
閣 開 大 闘 …ー171、8ー3a1 
左記 開 馬 机 1/17 一 は 73 中 











志士 二 町 、 硬 本 吉 い コー テ で す 。 












奏 日 山々 系 の 閑静 で 謀 豊 か な 自 基 に 固 
まれ 、 月 の 重き 階 ロ ビー か ら 一 世 で きる 吉 
都 加 診 語 が 人気 で す 4 


- 后 


ーー 
1 


レコ 


L 


| 中 お 和 天 BE! 
画 お 部 則 / [基本] (月 の 神 り 7 パ ュ ェ トイ ビレ 革 和 宣 き -3 名 (10 畳 

[割増 ]( 屋 員 醒 回 天 時 回 ・ ト イレ 付 和 室 %3 名 (10 畳 】 

国 IN/15:00 回 OUT/10:30 園 ダ 食 / 和 護 席 男 朝 調 ./ 和 定 但 
還 査 東 場 所 ( 朝 ・ 攻 共 )〆( 月 の 棟 )》 レ し スト ラジ 、 ( 風 可 棟 ) 個 室 衣 事 処 

| 還 区 通 ./ 近 示 「 春 良 呈 」 よ けり 無料 送 李 スズ で 約 10 生 

| 還 送 字 / 近 吉 「 奉 島 碑 ]」 よ り 呈 時 運行 ・ 要 事前 予約 





有人 『。 言 は 下車 野 光 と なぜ 呈す 。 
は 者 自 和 動 上 きり ます 。 交 通 費 が 品 暇 語 場 谷 は 香 目 現地 に て 滑 四 お 宇 抽 し て た きい 
区 み デュー は モデ ルコ ー ユ と な りり ま す 。 行 得 組 み 立 て で 胡 の 吉 者 に し て くだ さい 
|  。 。 近 比 細 3 日 半 フ リー きっ ぷ \ 。 。 
質点 洛 吉 還 駅 : 十 ー ト ゴー トー 計 -ー 放 ーー ドー 時 二 - 丘 - 中 | 質 骸 普通 釧 陳 !・- ++ ュ キョ キキ ョ キト ュ ネ ニー に 導 T 較 計 - 皮 証 F 
ご 自 報 ドー ドー エ 抽 害 栖 ご 人 揚 ) mmmmrnrnrnrnmnn 天 孤 難 造 駅 


1 要衝 5 分)…JR 離 穫 駅 前 …………( お 寄 欄 ご 仙 担 )…ー… 天 保 山 …( 徒 歩 / 和 6 分]… 
大 陣 シ ティ バス 可 場 韻 約 97 呈 1 お と な 1 ロロ 円 」 


(村上 7 前 7 分 )-… 大 阪 港 駅 ………( 上 お 客 栖 ご 仙 舞 )…………… 
Osnkn im の 坦 韻 前 時 (お 上 な 23 ロ 円 


硬 天 町 駅 ……( お 寄 ご 負担)… 大 阪 駅 …( 重 本 すぐ 大阪 駅 JH 高速 パス ター ミナ ルル | 
CM の 場 癌 約 ロ 号 ( 事 と な 1B ロ 円 ) 


直 由 * 胡 1 ET 弟 FEHIH 
出 机 」 テ ] す 旧 目 - 


SKY VIETA『 な ん ば ルー ト 」 
大 阪 駅 JH 高速 バス ター ミ ナ JL1』:d ロ 贅 ト ーー 天 阪 市 役所 一 一 
一 一 日 本 銀行 一 御代 筋 デ ーー 一 道 培 一 ーー で ん で ん タウ ンーー 
吉 べ の ハ れ ル カス ロロ ど が 15 怖 藩 」 


大阪 マ リオ ッ ト 都 ホテ ル ( 泊 ) 


ホテ ルー( 征 沙 す で! ハル カ ス 300( 販 g 望 台 ) 


… お客様 ご 員 固 】… "きん ば 駅 
Oak httro ゆ 場 紀生 (お と な 230 円 ) 


( 和 上 15 分 )…… 


… 憲 夫 寺 : 天 伺 還 上 EEHHEHHEEHE ET iPctrHEHEHHEEEEEEE 
宮 捧 製 科 ね と な BOO 円 ( 別 料 租 " 皇 客 欄 ご 員 理 」 


春日 大 社 …………( 擬 旧 交 6 訂 )…… 


中 特別 を 押 丘 携 笠 
お と な BOO 円 ! 列 笠 舎 / お客 栖 ご 表 担 ) 
( 稚 征 国生)… ……… 近 鍼 泰 人 眼 駅 


ご ホテ ル 送 旬 パ ヌス / 約 1 ロ 0 生 テーーーーーー 一 奉 眼 互 華 若草 の 宿 三 整 〔 泊 ) 


で ホテ ル 居 迎 バ パス / 夫 10 生 テーーーーーーーー 近鉄 共 良 駅 
庄 良 定期 観光 バス 「 法 隆 寺 ・ 西 / 京 コー ス 」 ( 約 7 時 間 ) 
半 骨 駅 人 100 村 ニ ーーーーー: 直 ーー 貼 定 叶 ニーーーー 一 一 
ーー デ 回 食 (者 自 / 符 9 分 ) 恒 光 了 ニ ーーーーー 一 雲 師 寺 - ニ ーーーーー 
一 一 唐 措 提 寺 一 一 平 震 宮 跡 ・ (一 人 00 因 基 ) 




















語 ERHHHHChMi 人 恒 凍 
L2 有 | leleIeIplaICIGIGICID 上 前 引 B 目 中 間 NR mm 
ーー キュ ーー ニー マー EEE 6IE ーー 


画 客 室 ゲ レー ーー 上 呈 代 馬 に 下記 の 代金 が 名 まれ ます 
| 









責 遇 大 若 工 の 次 三 等 て 量 上 の 栖 ) 


還 量 少 催 行員 2 名 田 食 事 朝 食 2 回 、 是 食器 、 信 1 回 
※ 掲 載 の 情報 は 2021 年 11 月 現在 の 情報 と な り ま す の で 宰 要 と な る 場合 が ご ざい ます 。 
1 ご ペー ン の こ 案 内 も ご 覧 くだ さい 。 


本 』 一 邊 = 層 『 づ | ョ 所 - ロ ーー ュー = 上 
『「 近 絶 本 織 3E ソー ぞ つ ・ JI 中 料 信 は 斉 ま れ て お ませ 上 ん 
日 還 " ロ | ュー = 較 で = ll 岬 - 王 し 上 [ 衣 = 
吉 吉 。 利用 の 時 出 本 は 宮 お 員 し い 表 の て だ さい い 


ペー ジ 握 重 商 品 ほ 7 で - フ レー ュ ト コー ド 「 中 研 発 :FAG+QGQ、 間 西 晃 :JAG4OEOQ] 貢 務 種別 「 還 内 ツ 
Ei デー| で 千 的 揚 作 し て くだ さい 。 [ 近 上 生 コ 日間 コ リー きっ は 近 齋 一 革 理 一 年 画 旧 車 異 : 折 亜 宇 多 3 





日 間 フ リー きっ ぶ で 予約 肉 作 し て くだ さい 。 















ロー 
有 正 : ーー ea Pa 
| 計 


= _ 寺 上 本 ーー 時 ーー 『 
ーー 三間 寺 MMiy kai PT 


敵 謀 注 に い だ か れ た 国際 釣り ゾー ト ホ テル 世界 の 首脳 が 受け た 一 流 の お も て な し に 誠 や され 、 絶品 料理 も 井 能 。 SB 


型 者 本園 (朱理 パ ユー イレ 癌 1 
kW レ 
ふい 志摩 鈴 光 ホー プ フ ニ ノ ' 
剖 や 畜 フラ ンス 料理 本 の 衣 コ ラン 料理 また は ほ 科 商 共 需 


(コン コ ォ ー ト ウツ イラ リウ イン テコ 名 (的 2Bm) 
1 コン コ ォ ー ト ラー リウ イン サッ 3 名 ( 章 35nf 
生 補 通 質 委 訳 か ら 持 療 で ザ フラ シッ ク 約 5 分 、 げ ベイ スイ ー ト 和 約 1 人 朝 食 / 洋 訪 下 た は 和 介 (当日 選択) 等 胡 調 洋食 また は 和食 (当日 選択 
(放鳥 駅 か ら 送 財 あ り 。 ザ フラ シッ ク 定 時 十 行 、 ザ ペイ スイ ー ト 要 予 約 ) ザ ベイ スイ ー ト の 朝食 に 変更 可 ザ ワラ シッ クワ の 朝食 に 変更 司 


「 旅 の は じ ま り 」 と 優雅 な ホテ ル 滞 在 を 楽し お 、《 つ る ぎの 旅 を お 愉し みく だ さい ^。 


| 王 お 吉屋 ( 原 才 スー イレ 癌 1 ーーー 
(ユー パリ アス ザイ ー ト ツイ こぶ ウイ ン ウ 考 (9100m 
IP や IJPCEE-TEnIll 
麗 デ 15:OO 凍 CUT デ 1 


















PE 計れ 本 讃 な 列車 を Hr 」 
ーー の De の / | ちょ っ と 特別 感 の ある 総 景観 光 へ ご 案内 し ます 。 


中宮 に 存 い 『 重 品 こと 自 価 丁 宮 し 二 と 立 る ] 転 週 丁 療 ま ご 埋 位 宇品 志 騙 


隙 を な 設 備 や サー ビス を ご 用 章 し て いま す 症 mi 1 日 目 特 笛 麻 か ら 楽 し む ! 
ーー 和 SetN アデ 人 「 pe es 質 島 エス パー ニャ ヤ 還 



















mi 


| タルー ズ 乗 船 


村上 の 東 や か な 琴 に 吸 か れ 
て 、 真 天 後 の 肖 か 計 粗 如 の 
英 講 商 そ 旭 賢 す る 居 形 な せ 

と と き を お 楽し か いた だ け ま 
半 琴 較 昌 す . ケラ シカ ル な 円 共 の 簡 
補講 定 「 イ サバラ] を ご 用 意 ! 





30 者 限 室 の 特 弄 富 「 イ サ 式 ] 利用 融 
1 ドリ ッ ンカ 付 [アル コー ル 腫 く ] 
屋 箇 F 座 盲 LES が ムン ー ト ー 便 (55) | 
導 由 閑 の 15 全 前 まで に ご 秋 台 くだ き L ゅ 。 
太 色 と グル メ が 和楽 し め る カッ ェ 早 が お すす が 6、 た っ ※ 各 恒 ( 特 別 室 「 イ サバ ベラ ] 利用 語 む ) と も 玩 著 順 
沿線 に ちな ん だ 名 品 を 取り 揃え た 「 し ま か ぜ ] な ら で は の * NN mn. つ 上 で の ご 乗 胃 と な りり ます 。 
メニ ュー が 上 気 で す . (別途 有料 ) ご = 二 


の K の は じ ま り | か ら 楽 し む ) 大 阪 の 街並み を 見 湊 せ る 
= デ シェ ラ ト ン 都 ホ テル 大 阪 「 シ ェ ラ トン タラ プ 」 に て 朝食 を ご 用 意 
ご 東 車 前 か ら 偽 は 別 ま り ま す 。 マイ カー 利用 の 方 は 駐車 場 を ご 利用 いた だ け ま す 


旅 立 事 まで の 計上 と とき を 購 鹿 拭 員 
空間 で ゆっ た り と お 率 し み ぐ だ さ 【 い 。 W 






も 持 『 司 





標高 303m の 杜 山 の 山頂 に る 屋 望 台 赤 らら は リ デ ネ 式 放 岸 で 有吉 な 英 叶 再 門 一 久 
で きま す 。 約 6 の 島 * と 海 十 織 けなす 本 色 は まき に 総 博 。 虹 守 台 に 肛 生 の 「 天 塵 力 

- テ ー ee フェ テラ ゴス ミラ ドー ル 記 庫 」 で 旅先 な ら で は の 非 日 常 の ティ ー ブ レ イタ が 掛 す すめ で 
( 業 時 間 ) 7:00 一 10:30 (メニ ュー の 一 開 》 サ ラダ 、 卵 料理 、 ハ い ム 、 リ ソー セー ジ 、 ネ ー プ 、 コ ー ヒ ー 等 す 。( 別 巡 有 有料) 





直 。 =』 ーー す Wu 記 
に 0 = PJ 1 し LT 1 


お 食事 に つい て 


三重 の 食材 を 使っ た 美味 し 料理 を 廊 す 敬 訳 。 
御 食 園 で 出会え る 斬 た な 一 皿 を お 楽し みく だ さい 。 


#* ザ クラシック 


| ラプ ャ メー ル サザ ウラ シッ ヴ 」 に て 
間 プラ ンス 放 理 「 遼 うま わし -| 


「 世 ・ メ ー ル ザ ジッ タダ に で て 
押 高 また は 和 府 [当日 思 恥 j 
まぜ ザ ペイ ユイ ーT の ' 貞 介 に 音更 可能 


和 廊 宮 氏 装 し 国会 記 「 黄 」 


攻 =「 ラ メー ル | に て 洋食 また は 和 衣 (当日 蛋 択 ) 
定 ザ ウラ シッ テ m の 抽 催 に 語 還 可能 


うれ し い 特 人 色 ( あ は ザ ペイ スイ ー ト の み ) 


( 届 欄 口 双 理 長 四 柳 ホ テルル オリジ オル ハー プティ ー を ご 用 旭 
[1 上 様 1 赦 在 に コ き 1 セッ ト ] 

避 害 室 責 叫 内 の 本 ユ 物 「( リ フト F リ ンタ アル コー ル ) 本 選 利 用 民 
(1 密 に つき 1 析 あたり 1 回 補充 友 し ]} 


ae の | 害 室 | コピ コ ォ ー ト ツイ ビ 」 の 三 同 (55l 
ーー - ーー 


に むこ = 計 40P 和 用 朋 三 晶 に ] ニ EeeP410P ず モニ に |) 

(一 部 出発 日 を 際 く 。 下記 、 出 発 日 カレ ンダ ー を ご 覧 くだ さい 。 ) Eee | 
この プラ ン に 含ま れる も の | 
住 簡 近 銚 直販 [1 日 上 _ [日 目 [2 日 目 
本 特急 し ま か ぜ 十 小 プ ツ V 二 シェ ラ ト ン 都 ホ テ 比 大 阪 十 皿 過 エス パー ニャ 十 横山 展望 台 
(プレ ミア ムジ シー ト ) 詳 ち . 二 語 H 較 | ジェ ラ ト ン ワラ ブ ! 朝食 ワル ー ズ 乗船 専用 タフ シー 送 之 

スケ ジュ ー ル は 変更 に な る 場合 が ご ざい ます 。 
別 車 が 出発 する 前 か ら 衣 は 交 ま り ま す 。 
こ 華 車 の 時 間 ま で の ひと と き を 中 っ た り と お 過 こ し くだ さい 。 
ジ シェラトン 郡 ホ テル 夫 且 の 駐車 場 を ご 利用 いた だ け ま す 。 
シェ ラ ト ン 都 ホ テル 大 阪 「 シ ェ ラ トン タラ プ 」 に て 朝食 を ご 用 竜 (7:00"10:30] …… 
…( 手 歩 / 駅 直結 )… 大 阪上 本 町 駅 観光 特 多 し ま か ぜ 


10 当 き 茎 
ーー 賢吾 駅 一 一 で ホテ ル 送 下車 / 稚 5 全 テ 志摩 観光 ホテ ル ( 泊 ) 
13:1 ロ 頃 医 


13: ロ 3 葉 | タイン ッ ダク 肖 シャ トル バズ | 
ベイ スイ ー ト 泊 選好 車 』 
チェ ッ ヴ イン まで 恒 泊 者 専用 ラウ ンジ に て お 菓子 や お 飲み 物 を お 楽し みく だ さい 。 
特等 席 か ら 楽 し む ! 英 席 潮 遊 下 失 光 へ ご 案内 いた し ます 。 
ボテ J ル (1 di0 ロ 0 時 区 き た は 15: ロ ロロ 了 頃 代 」 で ホテ ル 送 連 車 = 
リタ ラシック 迫 シャ トル バス 
ぶさ イ ユイ ー ト 疾 送迎 車 
-【 震 直す 中 … 覧 湯 差 vw 賢島 エス パー ニャ クタ ルー ズ 乗 骨 ( 暫 5 ロ 本 ama 
1 中 品位 能 」 1 本 1 ドリ ロッ み 杜 | 
か EEE UpoERIT TIDPEYrI 
匠 島 港 【 街 すぐ ) 一 覧 島 駅 で ホテ ル 送 名車 >ーーーーーーー 一 ホテ ル 
15: コ ロロ 頃 英 ま た は 1B:3 需 萌 


チェ ッ ク ア ウト まで 志摩 本 光 ホ テル に て 中 っ た り と お くつ 呈 ぎ くだ さい 。 
仙 還 較 N 計 用 タ ッ シー 送迎 に て 絶景 スポ ッ ト へ ご 案内 いた し ます 。 
ホテ ルル に 専用 タケ シー/ 凍 15 全 樹 山 展望 癌 ( 約 S ロ 全 ) 一 一 一 
19: ロ D 園 例 
< 専用 タウ シー/ 約 1 丘 全 > 覧 鳥 馬 
2 13:n ロ 国 医 
日 こ ご 自身 の ペー ス で お お 便 答 登 りな ど 自 由 行 動 和 を お 栄 し 大 くだ きき いい 。 
E 皿 島 駅 一 近 緒 特 鍋 ( 列 料 金 / も 1 人様 1.25 ロ 円 ) 一 一 雪夫 市 駅 ……( 拓 歩 / 納 7 号 】 
| 人 茹 加 神 宮 ・ 外 富 【 自 由 参 拝 ! 一 一 て 三 年 空 通 バ ヌ ( 列 朝 釜 7 も 1 人様 440 円 ) テ ーー 
… 吾 は らい 町 ・ お か げ 構 丁 衣 策 一 ご 三重 通 が エ ( 頭 笠 闘 / お 1 上 欄 440 円 ] テ 一 司 理 市 駅 
観光 特区 し ま か ぜ : 天 因 上 卒 町 駅 


| 
| 月光 来 本 | 代 | 主 本 月 家 | 来 | 来 | 低 は 生 | 月 光束 | 示 | 食 | 主 | 日 ] 朋 |] 来 末 | 





基 本 民 矯 お と な お 1 上 人 極 /「g 日 間 | 柱 相 午 鼓 串 光 特 晶 「 し ま か ぜ | 
【 末 隆 上 主 町 駅 一 賢島 駅 、 全 抽 再 駅 一 均 堅 上 主 町 馬 : イ レミ アム ニー トド ) 二 夫 迫 1 白 (: 朝 査 付 }) 判 用 相場 韻 


1 二 利用 人 中 / 間 位 妥 | 内 | 日 | で | D | EE | 
」 60.000 | 562.000 64.000 
57QOO | gimo0 63.000 | 5500Q0 67,000 


上 記 コ ンプ フォ ー ト ツイン 代 全 に 3.50m 円 増 
ghOU | に 理由 BB. 00 BUUHU 生 1.0G0 


吉 ベ イス イー ト 名 1 室 刊 用 は FUTON ス イー ト の の 凸 本 設定 と な り ま す 

較 最 少 慎 行員 2 名 画 宮 付 最少 上 人員 2 名 画廊 事 “ 朝 食 2 回 . 昼 食品 回 . 写 克 1 回 

宮 事 コー ス は 、 こ ども ・ 協 ・ 乳 幼 児 の の 評 定 は ご ざい ませ 上 高 。 

志 サ バイ スイ ー ト …T シ ャ ツ 、 セ ョ ー ト パンツ 、 サン ダル 直り レス トラ ンー 邊 ご 東 店 は ご 半 虚 くだ さい 。 (ドス コー ド : ユ マー トカ ジュル) 
レス トラ ン の ご 利用 は 小学 生 以 上 と 語 四 ま す 。 束 謀 学 の の お 陸 様 を 再 軍 れ の 電 合 は 中 一 中 サー ビス と せり 笠 理 内 容 は 団 斉 日 ま す 。 

1 日 目 質 島 エス パー ニャ ケル ー ズ … 難 便 ( 特 別室 「 イ サ ペ ベラ | 利用 を 企む ) と も 先着 浦 で の ご 昌 船 と な りり ます 。 万 が 一 、1 
日 に 本 二 で きき 立 か が っ た 場合 は 日 目 ( 還 30、1 0O:30、1130 近 に こ 利用 いた だ で こ と も 可能 で > また 、 現 地 事 情 に より 
肌 内 恵 店 貞 還 野性 重 ( ド リン タケ お よび | イサ ベラ 」 超 削 軍 本 刊 用 央 止 」 や や 気 旬 筑 思 に より 連 性 と な る 場 韻 ご ざい ます 。 

※ ら 日 目 専用 タタ シー 朋 好 ( 三 軒 近 名 タ ケシ ー 利 用 ) … 中 部 タウ シー(2ー』 吉 乗り ) と な り 、5 句 様 以上 は タウ シー 
ご 台 と な りり ます 。 お 客 欄 都 公 に より 蓮 行 晴 間 ( 待 村 時 間谷 1 が BB 員 呈 を 超え き 場 治 の 全長 代 は お客 樺 負担 と 
な りり ます 。 ご 東 車 時 . 駐 車 笠 念 - 有 笠 道路 民 は お お 客 種 負 担 と せり ます 。 

宮 掲 載 号 情 報 は は UZ21 年 11 月 理 在 の 情報 と な り ま す の で 変更 と せる 場 苔 が こざ いま す 

1ー ビ ペー ジ の ご 素 山 も ご 覧 * だ あい 。 

IL まみ ぜ ] 通 富 僚 更 李 仙 に 四 岬 較 が ご ざい ます 。 回 し 、 画 二川 夫 上 は 桶 必 訪 引 " エ 一 呈 夫 が 韻 な り ま す 。 証 も て は 「 上 貞昌 王 必 誠一 香 竹 ピ ォ ー ュ 上 ・ 
ェ ニ ュ ョ 上 一 し まかせ 事 章 志 臣 全 」『 ご 十 語 て 下 き じい 。 
才 時 褒 せ 月 靖 一 5 日 前 まで 上 に なり ます 。 個 し . 日 - 用 天馬 車 孔 び 4 前 が 直 日 想 に あ た き 坦 斉 叶 前 央 し に な ます 。 
| 畔 槍 本 同 還 還 で 表 宣 太 上 L。 部 で 遷 中 直上 な ます 。 ョ 日 記 天 て 中 屋 更 【 旧 則 : 皿 本 上 貞 語 再 」 還 一 制 で 計 還 性 貞 ( 陸 調 本 庫 卓 時 革 す 。 
[ 宣 葉 護 穫 中 〒 上 ル 語 育 車 貞和 T 字 走 同 選 " 較 暫時 間 17 コロ リー は 0 コロ 宙 前 申 癌 構 ] を 電 結 再 願 1 いた し ます 。 
お で ゴ オニ エ イー『H 定 押下 六 本 間 も 再 栖 らち 時 て だ さき Lt (REIF TEL に て 原音 抽 世 本 ーー ザル 力 し て だき TELUDSOD.43-1g11 1 
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Em デー 寺本 守 (ロロ ロー 本 と 過 画 中 一 豆 は 本 と 著 千 還 ] 暫 









ーー キーー “ 
に コピ 16 は 5 う 
1. 鼻 量 表 下 画 放 生 抽 約 

洒 行 は 返 名 本 ツー リス トド 株式 信 社 LF [当社 いう) 
が 正 画 ・ 舟 集 し 実 本 すす 合 正 画 旅 行 で あり 、 こ の 衣 行 に 殴 別 
れる お 客 様 は 当社 と 募 企 生 本 約 を 析 結 する こと に 
な な りす 。 豆 、 赴 約 の 内 容 ・ 筆 視 は 、 募 集 広告 (パン フレット 
時 】 上 ゆ 昔 コー ス ご と に 記載 され て いい 名 抹 件 中 ほか 。 下記 杏 件 、 
肌 綻 能 行 日 裕 理 品 げ 当社 中 「 廊 行 撃 釣 評 ( 算 量 型 正 画 謀 稚 
東 約 の 部 )」 に より ます 。 


3. 褒 行 の 申し 直 員 

1) 申 過 に 所 定 中 事項 を 記入 の うえ お 一 人様 に つき 下記 の 
申 誠 右 を 舌 計 て 記 申 し 込 ゆ いた 記 寺 ます 。 お 申 和 配 了 ほ は 参 行 
人 の 生れ に 1 た 
Lt ます 。 

(3! 当社 は 電話 、 笹 環 . コ ァ ウシ ミロ. イン ダー ネッ ト の 曲 良 通 
悟 手段 に よる る お 申し 誠 存 受け 付け 主 す 。 こ の 場合 事 約 中 
購 点 で は 昌 約 は 成立 し て お ら ず . 当社 が 予約 の 承 語 を 通知 
し た 枝 日 か ら 起 算 し て 3 日 罰 内 に 申込 午 と 申込 克 を 控 出 し 
て いた だ 寺 きま す 。 


(31 15 骨 未 潤 の 方 の ご 靖 加 は 、 保 護 者 の 問 行 を 条件 と し ます 。 
( 旧 し 一 部 の コー スズ ス を 隊 寺 款 寺 。]15 上 岩国 上 2 ロ 誠 地 油 四 方 
m ご 碧 四 は . 党 生玉 は 理 権 者 男 帳 算 書 が 器 思 で す 。 

9! 選 客 様 の 状 混 に よっ コ で て は 。 当 客 下手 配 円 容 に 癌 まま れ て し ! 太 
L1 靖 列 な 配慮 、 揚 置 が 記 に な 吾 可 能 性 が 画 り ます 。 詳 剛 
は 、「 国 内 環 集 型 下 画 旅行 季 件 書 」 の 「3. 申 品 柔 件 」 を 確認 
の コミ 、 特 列 三 本吉 ・ 指 較 が 品 要 と な る 可能 性 が あ 合 放 ほ 。 
ご 相 且 させ て し いただき ます の で で . 避 すず お 中 し 出 く だ だ さ し 。 

3. 筐 還 の 成立 と 般 約 害 画 本 変 村 

'1) 工 昌 生玉 画 誠 行 表 約 は 当社 区 梨 約 皿 締 周 遼 承 申し 前 項 
の 申 誠 共 友 胡 し た と き に 感 立 する も 9 と し ます 。 

(29 通 情 再 約 は 前 豆 本 想定 に が か わら ず . 当社 が 梨 約 本 握 馬 存 
5 人 厨 所 本 

(3} 当社 ほ 胡 綱 較 司 立 後 均 行 日 程 、 請 行 サ ービス 内 容 そ の 
仙 四 衣 行 系 件 邊 当社 中 責任 に 関す る 事項 を 記載 し た 和書 
面 (L 下 「 婁 的 書面 ] ど と いし 1 齋 本 志 刀 要 し いた し 計 す 。 【 当 
パー コレット は この ご 馬 行 業 件 書 に 持 い て 、 表 的 書面 ウー 
部 と いた し ます 1] 当社 が 手配 し 訴 程 を 武 理 する る 緊 可 在 画 コ 

褒 行 サー ビス 重 加 は . 当 昌 術 軒 面 に 記 藻 いた に し ます 。 

(4) お 申込 み の 時 点 に お いて 。 油 完 。 山 孔 中 他 謙 理 由 佑 行 
下 志 DI 細 結 が 直 吾 に で 寺 基 いい 職 音 、 当 社 ほ は そ モ 臣 目 語 月 し お 
害 竹 中 涼 語 を 掲 て . 有 お お客 様相 [取消 笠 」 状 馬 豆 刀 持 互い た 
だ け 急 嗣 限 寺本 度 し 、 了 予約 可能 に 向け て 貞 力 する る こと が 画 り 
ます 。 (殿下 「 ウ ェ イ ティ ング 生 康 ] こ いし 1 ます 。】 そ 相 陣 。「 四 
込 書 ] の 提出 臣 げ 申 館 草 と 同 許 を 「 再 り 華 ] た し て 申し 婁 け ま 
す 。 当 社 は 予約 が 完了 し た 柚 苔 連 が に その 旨 を 通知 し ま 
す 。 こ 四 還 束 で 製 約 想 成 立 と な り 、「 了 り 倫 』 在 「 申 央 闘 」 と し 

て 取り 提 い ます 。 た だ し 、 当 社 が そ 忠 予 抽 可能 通知 四 前 に お 
吾 様 か ほら 「 ロ ェ イ ティ ンプ ぁ 鍵 」 軌 骨 除 四 申 出 が 箇 っ た 柚 痛 、 











必ず 内 容 を 事前 に ご 確認 の うえ お 申し 込み くだ さい 
芳 は お 捕 五 彫 け 語 期 限 ま で に 結果 と し て 予 虹 生 可 能 な 場 | 


冶 は 当社 ほ は | 預り 釜 ) を 全 頼 払 選 し ます なお. 「 ウ エイ ティ ン 
プ 臣 録 ] は 予約 の 完了 友 保 古 する も の の で は 市 り ま せれ 。 


通 個 条約 
当社 台 は 当社 相 幕 草加 企 画 随 行 大 当社 代理 じ し て 孤 す 旋 
枝 圭 が 提 陵 す 富 コレ ダッ トカ ー ド 可 社 ( 届 下 [提携 傘 社 ] ど い 1 
L ま す 。) の カー ド 鞭 員 ( 届 下 [ 表 属 ] と いし いい 挫 す 。) より 所 定 の 
全球 へ の |「 黄 周 」 員 内 攻 な くし て 所 衣 行 民 倫 時 本 再 家 反し い 友 
守 け 天 こ と r 某 件 に 「 電 話 、 硬 . ファ ウロ シミ リ 、 イ ンダ ター ネッ 
ト そ の 他 の 通 貸手 段 に よる 1 申し 込み を 受け る 場合 が あり ま 
す 。 ( 甘 昨 馬 行 買 者 に より 当 肥 過 提 二 出 束 苦 いい 埋 合 二 雷 
す 。 自 庄 取扱 可能 下 カ ー ド 加 種 枯 も 宰 放 雷 行 撃 者 に より 異 在 
示す 。 所 定 功 伝票 に 全員 の 峰 毛 友 い た だ き ウ レミ ジッ トカ ー ド 
で お お 坦 拓 いい た だ く 梨 約 は 通 悟 表 約 に は 計 当 せ ず . 通 常 呈 
診 行 製 約 と な 昌幸 す 。] 
. 行 民 並 相 お 二 払 し 

対 行 穫 全 は 地 行 開 其 日 g の 15 日 前 まま 下 に お 支払 いく だ さ し 1。 
計 行 代 倫 に 昔 和 まれ る も の 


重 旅 行 日 程 に 明示 し た 運 送 機 聞 の 運 軸 ・ 料 価 ( 生 珠 の な いか 
リエ コッ ミ ー ワ ラス ) 、 窒 泊 費 、 食 車 代 及 ( げ 洞 旭 税 等 語 昌 。 
加 示 弄 周 が 同行 する コー ス で は 、 こ の 他 に 秒 本 員 経 表 団 体 行 


硬 に 品 軒 間 屯 付 を 癌 み ま す 
上 也 の 絡 仙 用 は 、 お お客様 の 導 導 に より 、 ー 部 刊 用 され な な く て 
も 抗 戻し いた し ませ 貞 。 
[ 行 軽 に 含ま れ 昔 し + 交 周 費 等 本 語 費用 品 ぜ 制 人 的 費用 は ほ 営 
員 ま せ 上 所 ) 
. 書 署 様 がら の 依 行 時 約 号 姜 際 [ 請 行 開始 前 
お 宮 様 は いつ で も 況 に 定 且 名 皿 駐 笠 (一 上 人 欄 に つ 寺 ) , 持 衣 
拓 し た だ いて 、 評 行 青 約 を 呈 寺 する こと が で きま す 。 こ 中 剛 冶 、 
工 に 収 記 し て し 作 龍 行 代 釜 【( あ る い は 申 入 番 1) がら 所 定 の 耳 消 
料 を 豆 し 引き 払い 朗 し し (た し ます 。 申 誠 各 の み 宇 販 消 幸 王 まな 
な 応 凍 いと 寺 は 。〒 四 殆 語 友 申 し 轄 け ます 。( お 、 斉 で いう 也 
消 日 と は . 媒 芽 様 が 当社 足 ぜ 賑 行 貢 基 で で 玩 定 され た 「 天 託 党 業 
所 』 [ 思 下 [当社 ] と いし ます 。] の それ 宅 れ 中 生還 日 営 貢 時 
間 肉 に 還 消 す 名 岬 友 お 申し 出し いい た だ し いた 時 在 衝 玲 と し 計 す 。) 
0 績 縛 8 て 6 


店 






( ロ ) 当 プ ラン 0 の DI 須 肝 導電 人 で も 必 間 和 日 り 証 の 放 事 と 記 ま 須 
[ 近 線 ・ KR セッ ト プ ラ ン を 除く 1 





事 当 社 ま た ほ サ ービス ユ 軸 本 開 に 対し . 竜 泊 当日 1: 時 学 で に ご 較 軒 下 


お 申し 込み の 際 に は 、 詳 し い 国 内 募集 型 下 画 旅行 朱 件 書 ( 生 六 ) を お 受け 取り いた だ 






( 二 ! 昔 コー ユ 上 に 半 用 四 消 料 中 明記 が 市 坦 合 
それ ぞ れ に 記 葉 生 古 是 消 判 を 困 用 し ます 。 


和 病 切 船 舶 在 刊 用 すず す 合作 行 に つい て は ほ . 左 記 の 表 に よら ず 、 

コー スペ ー ジ 内 に 記 弁 する 販 消 料 に 凌 り ます 。 

宮 当 社 の 責任 と な な い 間 手 ロ ー ジ の 取扱 上 の 還 由 に 基 づ 
ぎ 。 員 取 滑 に 呈 合 場合 所 上 記 履 消 判 看 再 家 拓 いた 症 き ます 。 
宮 お お 客 様 の ご ご 都 含 に よる 出 発 風 お よ げ コー ネ 中 変 理 、 運 送 . 宿 
販 較 鞭 行 種 中 の 一 部 咽 更 に つい て も 、 生 体 に 対す る る 書 

取 測 と みな し 、 思 消 笠 の 対 鍵 と 写り ます 。 
. お 客 様 の 軸 寿 
(28 宮 は に より 紀信 が 本 を 役 ら た きま 
は 濃 再 を 同 叶 し な けれ ぼ な り ま せれ 。 

2) お客 様 は 、* 当社 か 呈 提 株 され 情報 在 活 用 し 、 有 お 客 種 の 権 
利 ・ 義 務 そ の 則 老 行 課 約 中 内容 に つい て 理 評 す る よう に 果 
部 な けれ ば 存 り ませ 貞 。 

ko の 

て . 記 載 内 容 と 異な る も の と 妥 中 し た と き ほ . 請 行 
地 に お いて や か に 当 福 、 又 は 銚 け サー ビス 提 作 者 に その 
旨 を 申し 出 な けれ ば 凍り ま 植 刀 。 


. 特 則 博 慣 

当社 は 。 当 社 の 再 全 が 生じ る が 知 か が 友 問 わ ず 、 国 内 算 芋 帯 下 
画 飲 行 約 地 上 特 天 形 償 現 程 で で 定員 る と ころ に より 、 お 客 得 が 
旅行 項 加 中 に 草 度 か つ 園 器 な 計 束 の 事 撤 に よっ て モ 功 生 
苗 、 還 価 豆 は 手 商 物 の 上 に 管 っ た 一 定本 山 寄 に つい て 、 哲 
= か が じ 和 定 記 人 る 宮村 上 並 丘 ぜ 見 舞 倫 友 云 払い ます 。 


基準 半日 

この 旅行 抄 件 は 、2021 年 1 1 月 1 日 現在 色 基 準 と し て いま 
す 。 ま た 、 旅 行 代 倫 は 2021 年 11 月 1 日 現在 の 有効 な 宣 任 - 規 
則 を 時 準 と し て いま す 。 


| 右上 人 情報 の 取り 研い に つい て 
II 二 織 日 本 ツー リ ユ ト 椅 葉 人 計上 下 [当社 ]) お よび ば ご 行 在 お 申し 迄 


いた だ いた 号 託 他 行 量 (1 下 『 孤 売店 ]1 ほ 。 馬 行 申 各 員 功 避 に ご 提 
出 い に た だ し いた 株 情 只 に つい いて. お 了 芽 標 と 刺 膨 連 


重 問 ・ 軍 油揚 開 
の 手記 の た 世に 利用 させ て いい た だ く ほ が か が か 。 品 慌 癌 博司 内 に 書 いて 当 計 
柚 関 守 に 還 叶 いた し 東 す 。 
回 当社 . 当 社 只 プル ー プ 正 還 野 、 匠 更 店 お よ げ 当社 好 電 講 す る 下山 が 取 


抽 コ 環 品 、 サ ービス に 関本 合 情 報 吾 匠 欄 に 提供 させ で いた に く こ 


どど ザ 耐 届 束 す 。 
上 記 中 ほか 当社 中 旨 し 情報 本 取り 度 い に 関す る 記 針 に つい て は 、 当 


社員 店 請 証 だ は ホー トム パージ で ご 確認 くだ さ し い 


避 く 再 泊 され 豆 が っ た だ 理 苔 . 購 下 干 共 地 と し て 披 む ぜ て 固 き 証 す 。 





旅行 企画 実施 


“ 由 四 才 -- 会 社 
近畿 日 本 ツ リス ト 株 式 会 
利光 庁 長官 登録 了 行 業 第 2053 号 
皿 一 般 社団 法 上 日 本 旅行 貢 協 倒 正 芸 周 
T163-0240 東京 都 新宿 区 本 新宿 2 で -1 新宿 住友 ビル 40 隊 
(時 8 末 セ ッ タ ダブ 旅行 の ご 相談 ・ お 申し 込み は 下記 の 販売 店 を ご 利用 くだ さい 。 
室 託 販売 : 





夫 議 会 会 員 





104 96 中 


中 19132111 1 は 3 
1 105 
(国内 020/084) 
【 ド デー ズ / ド アデ アーズ] 
RC プリン ッ テ ィ ン ヴ ブ 


訴 行 乗務 到 提 性 理 者 と ば 、 お 客 竹 功 析 行 在 販 克 き 吊 引 の の 責任 半 
で す 。 こ 還 餅 行 胡 軸 に 関し . 担当 堪 か ら 中 説明 に ご 王 明 間 貞 箇 
Ii ば 、 了 行 境 都 取扱 臨 理 者 に ご 質問 くだ さ し い 。 





